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日林協九州支部第二回總會

． 日時昭和26年7月17日午前10時

場所 大分縣日田市月隈高等學校

林學曾九州支部總曾と併せて翠行、本部から松原專務理事も出席した。出席者約150名。

小幡常催委員の開會の辞に次いで地元大分縣林務部長後藤武夫力謹ばれて總曹の議長となり次の各識事を審議決定した。

議案1．支部長選任の件

㈱ 前支部長騨見氏の鱒任によって空席となって居た力吟回熊木管林局長大坪畷一氏を選出した。

2．昭和25年度曾計決算報告を異磯なく承認

3．昭和26年度事業計鐙並に收支溌算を可決

4．其の他

林學會九州支部總會と共同の名に於て大分縣林務部及び編岡縣山林部の設溌方について促進の決議案を採澤、決

議文を夫々知事はじめ關係各筋に陳情することを決定した°

以上の識I畷終了の後、大坪新支部長から就任の掬拶があり、本部松原専務理事力覗餅を述べ、小幡委員の閉曾の酢を以

て第二回鰡曾を終了。

筒引寂いて林學曾九州支部總曾が開催され、閉曾後､次の通り記念識演が行はれた。

日田の林業につい．ご･･…･日田地方事務胴*業課長雷川象三氏

午後には林學曾九州支部の研究稜表會が賎誹I採謹｣｢利用、化學j「林政、經理甑防災」の三部に分かれ總數53名に依っ

て行はれ極めて朧況裡に第一回を終了、第二日は日田市の見學、或は日田林業の覗察等を行って夫を有意義に總曾の幕を閉

ぢた。

日林協九州支部役員
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含
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賀
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坪
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熊本蟹林局長

熊本菅林局經誉部長

〃・ 捲林課長

熊本縣林務部長

輻岡縣山林課長

佐賀縣林務課長

長崎縣林務課長

大分縣林務課長

宮崎僻林務部長

鹿兒島縣林務部長

熊本管林局事業部長

大
小
清
相
佐
横
高
後
大
田
二

支部長

常任委員

負
一

委

二
見
夫
男
夫
夫

一
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米國國有林に於ける
一

編|戒施｜|鶏|案 (3)
6

〆

中 山 博 一

達成のための法正林の遥成力撮後の目的とせられるo乍然

國有*侮誹朧成の現状並に地元産業の維持の篤､此の方針

の遂行及此の目的の達成には急を避け、除々に進ませてゐ

る。

2．施業案の編成は未だ完成せず、単なる施業方針の象

を示す事業逼が欄鴬ある。

3．事業瞳の大きさは6,000乃至200,0001U渉位、

4．經菅上の森林湿釧の最小は剃班であって、航塞篤眞

により林型の随分航出来てゐる時は4班と瓶る。，

5． 作業級は重要とは老へられてをらず、必ずしも之が

設定を必要とし駁い･ ．、

6．地圃の作製には、航空富眞が利用せられ、近時は林

業濁自の立場から、空中撮影が行ほれるに至ってゐる。赤

外嶌眞が用ひられ､縮尺は1吋;1哩〔1:15,84のが効果的

と考へられてゐる。

7．航空嶌眞の利用は樹種及疎密度の細り、樹高の測定

により林型の判讃､從って之力戦間又林型別面額計算に至

ってゐるが､鰍の測定迄には至ってゐない｡之にはまだ
研究の餘地があるとせられるb

8，材積及生長量の調査は、推矛I學に基く S"npling
Methodにより選定せられた標準地に依る。10乃至20%

の誤差の範園に於いて、標準地の数が定められる。

9．標準地の設定にはSectionCornerが利用せられ、

此のCornerは規則的に一定間隔に、標堆地を設定する場

合に、多大の便宜を典へてゐる。

10,他の目的､即ち國家調*費源洲査の目的を以て､林
業試験場が行ふ虚のSnmp1iDgの麹鍬があれば､必要なる

修正を施して利用子る。

11．森林調査の經饗。雛9醤林局の經験に依れば、航塞

嶌眞の撮影、林型の判讃、之に必要な地上洲磁、地側の作

製C大約8,000分1〕,標準地の設定、之によりw材積及生長

量の調査、以上合計で1町歩常り約80闘、砦し同.じ程度の

森林調査を凡て地上調査によるとすれば、1辿町歩織り約

“0圓必要となる。 、

12．生長量の調査に、永繊標準地を設ける。之が設定は

普通標準地の場合と同じ鎌にSllmPlingmetllodによる。

之は一定期間ををいて測定を繰り返し、その差を以て生長

量となすのである。之が漂準地の選定には種々なる方法が

9．伐採賞施計謹(CuttingBudget)

施業案に､5年叉は10年の期間に於いて､伐採さる可き

地域及び材穣を示す表を附風せしめる。かかる計識は林丙

の搬路の現状に深い關係を有し、交通便利にして､林内搬

路の發逹せる事業脳よりも、然らさる動諜腫に對して、よ

り重要であると考へられてゐる。充分な搬出路を有する事

業随に對しては、此の計懇は5年の期間に對して行はれ、

然らざる場合には、10年の期間が用ひられ、後者に對して

は搬路計識を同時になすべきであるとせられる。

年度伐採計識に就いては、事精の鍵化に適應せしめるた

めに、年間、伐採諜定蛍に對し、20％以内の鍵更が許され

る｡一之は森林監督官の許可を得て行はれるものであって、

引き綴き5年間に於ける總伐採量が､その期間の藤定伐採
量の20％を越えないと云ふ條件で許されるものである。

伐採溌定地域の伐採年度の愛更に就いては、森林監督官

の許可を得れば､何時でも鍵更し得る。

伐採蜜施昔騨は、施業案の中の遥林に開する記載條項及

び目下の經識伏勢に基いて、一般に5年叉は10年の期間

に對して、伐採さる可き地域從って面績及び材積を計蜜す

るものである。併し、或る誉林局に於いては、上述せる計

謡の外に、据當随員の要求により、3年叉は5年の短い期

間に對する詳細な收謹計幾(HarvEStingplan)を作ってゐ

る。此の場合､前述の一般｛瑠轍藍施計謹に表示せられる地

域を、更に細く腫分する。そうして、此の細分せられた地

域從って面積及材談を、此の短い收謹計謹期間に對し、年

度別に配分する。其の後、礎行した結果を記録する。初年

傷撫塵蝋亨の如く霞徹仙燕"った崎臓､薬"後
或る施業案に胸4､ては、年伐採可能避の一部を､伐採個

所を決定せずに、計上ﾂｰる。之ほ不|聯に起る小さな業者の

木材需要に對して、溌定してをくものである。併し、之は

少鐙に止むべきであると考へられ、時には、或る特定の林
〆

班をかLる需要に営てる溌考へられてゐることもある。
－

10． 要 約

1．米國を有林經瞥の根本方針は保縦作業にあり、之が

一F

弓ー

伝

〆

←

ー＝

(筆者・静岡大學教授）

一

－＜1）－



1

、

中山 ：米國盈有林に於ける施舞編成（3）。＝ 少

18．敷は多くはないらしいが、永績標準地叉は其の他の

方法により合理的に學術的に生長量を計算し、之に基き5

年叉はユ0年の回歸年により、澤伐により集約に施業を熊

す事業1鋤;あ愚。

以上簡単に米國々有林施業案の編成の一端に鯛秘た積り

であるが､從來我々に親しい獅逸式方法に比べて､類似し
てゐる虚もあるが．非常に異る面もある。從來､米國林業

は粗放であって我が國情に適せず、學ぶに足りないと考へ

られ勝ち歪あったが｡鼓10年以来、米國林業の發達は、

唯森林利用、化學薬品の使用の面に止まらず、他の部門に

於いても學ぶ可き職が少くないと思はれる。施業案の編成

に就い莚云へぼ､航空嶌眞の利用、近代統計學協こる推計學

に華づく標準地＠選定法,生長量調査のための永鎮標準地

の設定‘形率に依る立木材積表の調製叉新しい收穫表の調

製法等朧充分研究して、取り入れる償値がある様に恩はれ、

る。

その他､賞隙漂業賦の設定による大掴莫の施業の研究も

羨しい施設Eある。

老へられてゐる。

’3．立木材積表は郷の叩く樹種別直僅別及潤高別jz)"
材積を示すものでな_く、樹種を腫分せず､形奉別，直座別

にその軍木か鍬材し得る各丸太を長さ16沢の材積をボ

ード、フィートにて示しである。弦に形率と云ふのは第一
、 ざ

丸太の無皮末ﾛ直狸が有皮胸高直經に對する比によって示

される。

14．收穫表、之は林分の材積､生長量を計算すゑの腫用

ひられる｡之は從來と同一のものもあるが､從來のものと
は全然異る表現の仕方又賛料の蒐集についてもf從來の如

く有意的な方法でなく、無作爲的方法による事力轄へられ

てゐるC

l5．收穫量の決定に當りては、法正蓄積に代ふるに希望

蓄穂を考へ、之力謹現を期する、

16．收穫調整法、濁逸式と異る種玲なる方法が考へ出さ

れてゐろp理論的と云ふよりも．賓地に即應する方法であ

るC

l7．收穫の調整に當りては、事業睡全篭の生長量が最も

重要頑されてゐる。

（
）

私
〃
’

＝

×× ×
壱

一

~

〔附〕 米國ブロリダリWIEgnn空軍基地附属
"

、森林施業案概要

。 ．〔賓施期間1949-19537 ‐－
J

‐此の施業案は総司令部天然資源局林業部資源課長亘;F.Wisc氏が在米中瞥林局施業案編成員として作製造るものであ

る｡特種の國有林に對する施業案であるが､現在入手b得た唯一の米國燕有林の施業案であ逼から､何等かの参考の篤に、
其の概略を紹介して見よう。

此の施業案を一覧するに、如何に濁迩式の施業案と異るかを見るであらう。施業案の骨子である保斌作業は､全事業瞳に

･於ける生長量、之より決定せられた年伐採量に依るのである。作業級照WorkinggroUP)と云ふものが設けられるけれども、

之は保綾作業の単位とはなつてゐない｡其の他種営なる鮎に於いて異るを見るであらう。

I.施業案の編成を維了認可申請提出月日波認可月日

第'頁に案の提出年月日及編成者のサイン、及上級官聴の認可の年月日並に其の責任者のサインがのせられる。
●

n．目 次 ！ 〃
、

Ⅲ._括總(SummaryPage)

’）位置此の事業厩のある州郡其の他の地名
2）1949年1月1日頚燕に終け乃撫､茄糯へ羅濟挑一

位置此の事業厩のある州郡其の他の地名

1949年1月1日現在に於ける總面韻｡

《
ａ

､經濟林、

非經濟林及除地の三つに分けて、各盈の面積。

即ち 除 地 32,380.英町

非經濟林 8,981 "
經濟林 419,756〃

一

ノー

、

計 461,117〃

一〔2函)一三



’

●

中山 ：米國為有林に於ける施業案編成（3） 』
－ ~

3）1949年ユ月1日環在に於ける經嘩蝿j用可能蓄積

IJongleaf及SiaSll松(舗離)'09,'6'皿”
Sand松伽高直狸10吋：以上) 3,362 "
Cyprfss ( 〃、 9吋〃) 567 "-

ceder ( 〃 ．) 377 "
澗蕊樹（ 〃 13吋以上） 2,192 〃

／

〃 計 115,659 〃
、

4)・ 1949乃至1958年の期間に於ける年生長量

松（胸高直礎9吋以上） 3,090班凋F

5）1949乃至1958年の期間に於ける年伐採可能量

＝松製徴用木一主伐 2,800 〃

〃 －間伐 收塵調整せず

澗葉樹製材用木 〃

小樫．木 〃

〆

夕

｡一

ー

皆伐、母樹，傘伐作業及鐸伐竹業の語について簡蝋な説明

が與へられる。

5．森林記峨

各種林型別に、主なる樹種､從来の取扱ひ、勢伏枯損歩

合、生長斌等について説明する。そうして了此の林型は更

に森林の状態により細別し筵､面積．蓄積及生長量謝裟示

せられる。即ち銅ﾎ調査簿に噛るものが挿入せられる。併

し此の表には林班等銅氷腫棚叉地況(地位土鯉共の他>等

については記載がない。

6．1949年～1958年の期悶に對う-る

施業資施計壷

1）‐J1罐の鯛整⑱,egulationtheCot》
午

5個の作業級力穀けられ、次に示すが如き記俄がなされ

てゐる。

(1) Sα"α力魏gAjpe作業級α7,445英町）

a)作業法一癖林型(EVen-agedsb'nds)

b)輪伐期一一60年

c:)主伐牧墜一皆伐作業に依る。成熟林分に於ける凡

ての利用し得るSMmdpne･は伐採せらる可きである｡Long

leaf及劃ashpineは別に定められる伐採木撰定の基準

(MmkingrIm=)に依って“乗せられる。之の規定によれ

ば現在材減の34％が伐採せられる事になゐ。皆伐巷らるる
”

唾域の面猿は斫伐案に示す通りである。此の地方に於け

る此の林型の成喜帥k分は上木と下木とに腫分せられ．上木

は成熟木より成立、下木は澗蝿､幼木よりなる。而して、

此の林分は上木の除去によって更新せられる。此の期間に

1．緒 言

此の章にては、此の事業唾の浩革につい､f，約普通タイ

プ用紙にて’頁位述べて、終りに、除地面職の内諜が示さ

れる。

2．方． 針

此の章にては次ぎの5項目が記赦せられてゐる。

’〉過去’0年間の施業經過を吟味する。
、

2）目的について修正する。

3〕森林査源を調査記述する。 ’
4〕目的に合致する施業計謹をたてる。

5）計識の基礎になった詳細な資料及地圏を毯末樺

かかげる。

3．目 的

之については次ぎの如く二大別して記載する。

第一の目的.基地經誉の方針にふれる事なく、保繊作業

に依り出来るだけ多量の木材を生産する。

第二の目的（1）樹種の更新力畷善に行はれる方法で年

可伐蛍を收穫する。〈2)製材用林木の目標蓄稜詮作り上げ

るo(3)過密の林分を間伐して、林木の生長を促進する。

（4）未立木地には造林し，立木地の林木については改善を

計登するo(5)森林を天然及人爲の害より保護する。(6)

野生跡肋の合理的取扱ひ及其他の森林利用と木材生産とが

矛盾しない様にする。

4．使用語の意義

本案に於いて用ひられる専門語,､保綴作業、主伐爾間伐、

〃

や

．
＆

二
円
へ

一
》
■
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夕 つ

中山 ：来國盈有林に於ける施薬案編成（3）
一

於いて、伐採せられる総緬積は3,154英町、此の林地より

伐採せられるS"dPineの材積は3,362MBF.Long]eaf

及SlaShpineが228MBF.合計3,590MBF・である。

此の事業瞳に於ける年可伐量は2,800MBF.であるから、

此の作業級は1.3年で伐採し終る事になる。

d)間伐收謹一バルブ用材向きの林木が過密の林分より

間伐する｡、

e)收謹の調整一面穂を鐸箪として行はれる。毎10年に

成熟林分約・3,000英町が“果せられる。Sandpine力総舞

興にLongleaf林型に侵入しつつあるが､之は良い現象でそ

のまム放置しおく可きである､それはSandpineの方が土

地に適し国生長が良いからである。

(2yRidgg乃pe(松脂採集獺{1錐級

（282,640英町〕

a)施業法一一齊林型

b)輪伐期-150年 ．．

c)主伐j蹴僅一周樹を残して伐採する方法(SeedIIJree

Method)別に定むる伐採ｵ謹定の鑿錐により伐採する。

之によれば.諒資の”％が勝窪せられる事になる。此の期

間に伐採せられる面猿は9,900英町，之が伐採材穣6,740

MBE伐採せられる樹趣は王ongl"fpine.此の材穣を伐
採し維ろ年数約2.4年。

←

d)間伐收灘一第二次林につき密生せる林分を間伐す

る。更新の完了せる林分については母樹を伐採する。

e)收謹調整－此のfI業級は原始林9,900英町、雛二

次林277j740英町合計282,640英町であって､第一施業期

に前者の全部に手が入る事になる。

(3)Rf"2ZMeく松脂非採集林）
、

作鋤(50,820英町）

a)施業法一一濟林型, b)輪伐期-150年）

c)主伐收灘一更翻削間の永き傘伐竹錐(aowshel-

ter-WoodMctho､l)第一回の伐採は林分材溌の34%を伐採

する。残存林木は更新の状態により数回に分けて伐採す

‐る。此の期間に23,485英町が伐採せられ，その材獄は、

8,831MBFと推定せられ､･樹種はLongl"fpine.之を

切り終る年数3.2年。
(4>""〃窓箆Z”g作業級(20,526英町）

a)施業法一不濟林、 b)回蹄年-10年

c)主伐收礎--澤伐｛'1業に依る。上述の3個の作業級に

於ける主伐が総了する迄は、此のfI議級に於､,ては伐採

しないものとする｡而して、以上3個の作業級の伐採維了

年数は7年となる。今施業期の残り3年を本作業級に於て

伐採する。然る時は、2,800×3=8,400MBF.が此の仙桑

級より伐採せられる事になみ｡此のｲ蹄砥:を得遥にはどれ

だげの面磧を必要とするかと云ふに、

英町懲り現在材麓 2,500BFW
〃 7年間の生長鐙(年生長量117BF) 819"
〃伐採せられる時の材積 3319〃

鶴伐率 、 33％

英町懲り澤伐せられる制穣 1106BF
今8,400,000÷1"106=7,59瑛町

上掲の螺ｲ}露33％は次式により求められる。

P=(i-孟蕨-)'00
但し、pは生長率、卯ほ回肺年、今p=4，w=10とすｵ1

ぱ ．

P=(]一揃皇)'00=33% 、

二

＝(5)FI""00@ZsZjpe作業級(31,55嶬町〕

血）施業法一一濟林、 b)輪伐期-80年

c)主伐收穫一此の施業期に於ては主伐せず。主伐を

必要とする時は傘伐作業に依る。

2）伐探、集材及運材

主伐、間伐につき、此等の作業の珊炭並に注意事項に就

き4項ほど簡箪に述べてゐる。

3）諜林火災に對する保謹

、森林火災に就ての從來の統計をかかげ、諜防設備の問題

につき簡単に記述する。

4）火 入

・延饒防止叉更辮甫助のための火入についてのくる。

5〕造林案(Plantingrlan)
●

．(1)鐺一に人工植栽を必要とする個所及面積を払げ、植

栽の注意を述べる。

〔2）樹種（以下原文のまムを書く）

a) SlaShpineを植えよ、 b)Longleafp:ne叉は

他の樹種の大面積造林は､試験植栽の成功を見る迄掴鴬す

可きではない。

(3)苗木の入手。 a)成る可く地方窪の種子を用ふ可

き事bb)出来るだけ優秀の苗木を得､一級品のみを植栽

ず可き事。 c)能ふ限り直替苗畑の苗木を用ゆる事．

“)植栽の方法。資行可能の魔ほ植栽磯を剛ゆる事。

(5)植職間隔は成る可く次ぎに依ろ事bOldfieldにて

は8爽×8沢。Flatwooas.にては6沢×6沢．

（6）縦職は次の計譜に依る事。1年間に百蕊木繊fd此
の計謡ドと依れば'年千英町椛織される｡而して7個年に全

織陶地↓6,911英町)が終了せらるる嬢＃-べきである。
‐ (7)次の如き試臓雁職力稀望巷られる林棚疎悪な亜dge

type(約200200'喚町)及titi type(約8,931英町〕に、

その結果が大面識避林の可能を充分鐙明するが如き大規摸
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中山 ：米國盈有林に於ける施業案編成（3）
－

の試験植栽。唖dgetypeの荒慶地にSandpineの播種造 天然更新地に於いて松が澗葉樹に座倒せられをる虚に手

林。 、 入をして、更新を成功さすべき事等について記述する。

6）撫育作業 次ぎに、2つの表がか上げてある。

1．伐採謹定及疫行簿，（蛮施期間1949-1958,）

耐
Ｉ
ｌ
ｉ

|・塵 １
１

調整せられざる收礎量

松の製材用林木|松の小經木|澗葉ボ

．藤T言種 n,i"
樹

調 整 收 穫

| 大略の位置 ｜豫 定｜

｜寒；’
SHndrineType
Ridge lllype一梱l旨採集

〃 〃

｜難
，〃 、 〃

〃 －採集せず
〃 〃

〃 〃 ？,800

SlaP]1Titimype 2,800
〃 2,800
" I 2,800. 1

－－－｜可§r06r計

量

蜜 ，行

MBF

、

19劃9

1950

1951

］952

d1953
1954

1955

1堂
斗

’

’

ロ

夕

●

－

~

1

1

1

Ｌ
ｌ

タ

|・ 凸

･郷
l＝

一一

、

2．伐採計譜案、 〔期間1949-1958〕
や

〃

之は各作業級別に伐採せられる林班名及その中伐採せられ為個所の面積並に材溌が示される。

以上で以て、施業案編成の本文は絡り、次に附録として以下の如きものが記載せられ為。＝

附録 ・項につき話す弓。
3．伐採木撰定の蕪準

1．施業案編成調査事項計談並に之に對する認可溌 疎開せる林分､密生せ為林分に腿別して、伐採すぺき林

施業案編成員は編成上必要なる調査事項並に其が資行上 木についで述べてゐる。

の方針を識迩定め之が申誌認可を得る事が必要である｡而 4．附表
して、之が申識事項は以下④如きものであるo l) 1939-1948に於ける製材用木材の伐採記録

1）調査を必要とする腫域玖面礎 2J林型及林相別面積表
2〕調迩開始及終了の月日 3）‘10個年間に於ける林型別胸高直概生長表（第1表
3）組織即ち据當者の氏名、その任務並に經識 一 、 参照）
ぬ入手し得可き航空篇膜､地岡その他施業案編成順 4〕林型別、胸高直径別平均材籏表

必要な賓料 5）林型別材積生長表<19娼年度及1959年度に於け

‐・5)‐調査事項に閥する訓練 尭英町當本数及材積及生長計算表)(第2表参照）

6）嶌眞を用ひて林相圖を作る場合に於ける林班腫分 6）原因別銅氷火災件敷表（期間1941-1948） ‐
7） 〃 饒失面積f期間同）並にその細職分の基準及圖上に示す場合醗芭號
8）林型別、伐採常局別、林班別伐採面纐､査表

7〕製間の手綾
5，附． 岡

〃8）材糠及生長批調査の注意
1）伐採計喪圖

2．材積及生長調査の補足的準則
2）林型別個a) @y･ンプリングの方法 、
3)Ri3ge林型の林ｲ粥I圖

各林型別に綱査せらるべき標準地數を示す。
4〕麹*案個 ′ （完）

b)之等標準地に於v･て調盗せらる可き事頂並に副確

方法についてのくる。 × × ×

c)野外にて得た賓料について室内にて虚理すべき事

一〈5）－

ユ
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r=螢林局署に於ける ● ●

貨物自動車の管理について
一

角 久男一
一
ハ

4F

、

第二章

凡そ事をなす場合に於ては、その目的乃至基本的理念が

明確であることが必要であり、然してまた手段はその目的

逹成りため最も適切なものでなければならない。
屯

自動車の管理の場合と雛もこの野外ではあり得ないもの

と思われる。例えば自動車輪溌の「合理化｣を云々オる場

合に於ても（｢合理化Jが「合目的廷」なることを意味す

るものとする限り）まず劉化の前提乃至基準としての目
的或いは難本理念が定められ、それに適合した方錐が考え

られ灌ければならないのである。從って木稿に於ける自動

車管理についての毒察も、その管理の基本的理念は何か、

然してそのための具禮的方策は何かの、2黙についてなすべ

きものと思われる。

然して､國有林野經誉第1條仁は「國有林騒は、國土の
保安その他公益を保持し、國民の頑祇増進を岡るこ′とを冑

とし､森林養源を塘義し、森林生産力を向上するとともに、

生産の保縦及び經織の合理化に努めて、これを經管しなけ

ればならない」とのべられており、國有林野事剰糊I會計

法第'條には｢國有林野事業を企業的に運誉し､その健全
な發達に資するため」糖別曾計を設置すると定められてい

て、之等が現在の國有林野經誉の基本理念と踵っているの

であるが､自動車輪逢とても國有林野事業の-嶺電あり、
グ

ー作業部門である以上、その管理の窮極理念はとりも厳お

さずこLに存うでるものと考えられる。

第・一章

昭和25年度版の日本林業年鑑によれば、國有林野事業

のため各替林局鶚等に配澄されている貨物自動車は、23年

現在に於て總數860隙合にのぼるものL如くである。かく

の如き多数の貨物自動車が、木材｡、薪炭等の森林生壷物及

び事業用資材等の輪邊に年間使用されているのにもかkわ

らず､林業乃至國有林野劉諜という一般的､轆括的見地か
らすれば､之等鍵物自動車輪詮というもの力漉めて部分的、

特殊的WI業であるためか、從來その管理等について論ぜら

れたもの低餘り多からぬ如くみ5けられるOo●

然しながら、貨物自動車はそれ自燈が現在1台数10蕊

圓という高債なものであるのに加え、その使用に伴い消擬

される,タイヤ及び各種部分品類､燃龍獺その他も年間には

相當な金額にのぼるものであり、一方その蓮鱒､整備等の

取扱の如何は輸溌作業の遂行はもとより、自動車そ＠もの

の耐用命数､經濟的使用年限、年間能率､部分品燃料等の

消耗その他に著しき關速をもつものであって、之が管理の

如何は､事業經徴及び溌算支出等に多大の影響を典えると
言ってもあ潅がち過言ではないと思われる。従って一般的

淋業經醤の見地に於てはしばらく之をおくとしても、國有
々 P

林野事業に於ては經螢規程にのべられた國有林野經誉の精

赫、國有林野事業特別曾計設置の趣旨からして、經誉合理

化の一端として貨物自動車の管理について考察す､ることは

極めて必要と考えられるのであ鶏。また現實の貨物自動車

の運行、取扱に於ける各種方策が、一時の便宜や単なる思

いつきに誤ることを排し､一貫した理念に基くべきもので
あるとする見地からしても、その基本的考察と霞討批判が
充分なさるべきものでないかと思われる｡雲

本稿は以上の如き考の下に、誉林局署に於ける貨物自動

車の管理々念と、その寶現方策の若干についての私見をと

りまと畷亡みたものである。筒本稿に於ては論述唾郵合上

既に翻氷局署に於て賓施中の挙項をも方策の一部としてと

りあげている部分があり、"目.つ以下に自動車乃至その管理

とあるのは、すべて機林局署に於ける貨物自動車を意味す

るものであることを溌珍御蹴りしておく。

■

へ

ｰ

1L

ｰ

~
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へ
〕

第 章
一

一

一

各誉林局署に900台近くの貨物自重陣が配置されてv､る

のは､極めて端的に言えば､國有林野郵業目的達成のため
の一手段たるためにほかならない。

即ち、林産物或いは事業用賓材等の輪詮に際し，郷厨的、

經濟的その他諸般の献況からみて、他の方法に比し貨物自
一

動車によること力殿も適當と認められたムめそれが用いら

れるのであって、もしより一層適切なる手段が考え得られ

れば之に製鯉せらる其ものであ滝ことは言をまたないとこ
ろであろう。

從って別の観黙からすれば、誉林局署に於ける自動車輪

差は之を業として螢む一般企業の場合と異り、國有林野經

)－－

一

〔筆者・札幌繊林局定山溪誉林署）

－（6
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六角 ： 誉榊司磐貨物自動車の管理について

、

誉のためにする伐木蓮材､鎧林、土木事業等建行のための

手段、乃至第二義的作業形態と言い得べく、然る限りまず
第一義的目的達成の最適手段たるべきである｡即ち之を自
動車の管理という面から考えるならば、伐木蓮材､鎧林、
土木その他の事業賞行のため、或いは誉林局磐に於ける事

e

務､事業の要求に鵬ずるため、自動車を常に適切なる状態

にあらしめるということが管理雄木理念の一たるべきもの

でば卿､かと考え馴池るのである。 ▲

然してまた、自動車は元来それのみでは林業乃至國有林 ，

野經管上何等意義のないものであり、之を人が運鱒､操縦

することによって始めて事業目的達成のための手段たり得

るものである｡故に｢自動車｣を適切なる状態にあら卜め
るといふことは、自動車そのものとともに、之を取扱･う

「人」をもかくの如き状態におくことが不可欠の要件でな

ければならない。

自動車そのものを適切なる状態にあらしめるための方策

としてまず考えられるのぱ、その配置の計幾化及び適正化 、

である･う。

林野歴乃至誉林局に於て如何に多くの自動車を保有する

としても、それが各瞥刺鐇、割嘩現場の状況に應r適切に

配置されているのでなければ、拾の意義乃至侭値を失ヴこ
とば明らかである。また國有林野事業は百年の計を以てな

されるものであり、管林局署に於ける年間輸謹数量の如き

も邇術著し<不同を生ずるものではないが、一面林業經醤

･は季節的滕件の制約を獅當うけるのと、その他各種因子の
鍵動により事業蛮行過程に於てほ各署間の均衡を失龍るが

如き事例も生ずるのである。

′從ってまず經替案、年次計識等に準篠して自遡津配溌の

基本を定めるとkもに､毎年度醤初等に於て各署の織淫豫
走數簸その他の各種因子､前年度に於ける各自動車の能率、

蓮鱒手の配置その他各種事項を綜合考察の上､各署惑業現

場等に對する富年度の具磯的自動車配置を定むくきであつ

,て、更に4半期或いは適當期間毎に運行｝ik況その他を稔討

し、難業進行に適職した配車の調整を岡るべきであろう。

次に考えられることは管理の一元化乃至綜合化である。

繩部局課等に於て夫煮の自動車を所管することは現震
にしばしばみシけられるところであり:､それには豫算支出

造の他必然的な理由もある課であるが、事業經螢全般のた
あずぺでの自動車を適切なる状況におくためには､一元的
管理の髪當で過ることはい5までもない。然してもし之を
直ちに資現す:ること力遍撫の場合には、少くともそれらの

自動車の綜合蓮誉を可能ならしめる力珈き方策を老閲すべ

きであろう。

また日舞の配車の適正を期すると共に、－ず面職場規律の

確立、輸邊作業の經瞥化等にも寄興ｻｰるため、配車据犠喪

一〔

任昔を定めおき、運行はすべてその麺蓄叉は掲示による指
／

示に從い、確蛮に行われる如くなすことも必要である。

次睡必要な方策として考えられるのは自動車の整備であ

る。

いうまでも.ないこ・とであるが､事業各般のため必要な定
期及び随時の繍溌に對虚し、しかもそれが計聲及び指示に

組､硴賞に露rされるためには、自動車が常に完全に盤備
懲れrこい潅く･ては瀧らないのは常然であり．､能率の礎現そ

の他のためにも峡くぺからざる要件である。
課

このためには日盈の確磁な黙愉、調整、洗淨、注油、自

動車蜷術基準に從う7500キロ、露000キロ整備若しくは
定期的職遥完了後の之等に準ずる整備の礎施をなすと共に

蓮縛手、助手の研修、委託蛮習による蕊鮒繊術の向上等が寺

側ら湯べきであり、規模その他の條件によっては盤備部門

の濁立等も考磁せらるべきであろう。また經濟的その他の
諸條件の許す限り、整備のための溌械、工具、計器類の備
え付け、緊急の用に應じ得る部分品類の貯撤等もなさるべ

きである。

更に、少くとも毎月1回程度局係官が管内の自動車を識

城し、整臓伏況の橡査と瀞蔦に當ることも必要であり、且
づ一方車歴郷､愉査簿等を統一様式により作成し、盤術、

城査結果の要項等を詳細に記録しておくことは、単に爾後
、の盤備､稔査の参考となるのみならず､能率調査､經管的

諸計算、その他事業全般の撒討等に常って鈴す､るところ多
大である。

自動車を取扱う人を適切ならしむべき方策としては､現
存する人を對象としで考え為場合､まず品性の陶冶と技能

・の向上力澤げられる･

いうまでもなく、自動車の性能が如何に優秀であり、適

切なる配置をなされたとしても、之を取扱う人の品性、技
能に於て縦くるところがある‘ならば、事業手段としての自
動車はその意義を失L､、あるいは適切な為状態にあるとは
言い得ないのは當然であるう

との‘ためには適正な給與制度と禧利厚生施設の完術によ

ろ生活安定,文庫の巡回ﾌ窪設置､見學､講演會の開催等
による一般教義の向上、技術研修及び試驍制度、不適鰭者

・ の配置轌換その他の措置が識ぜられるべきであ麺。
次に､之等運縛手､助報箪なる物賓運搬人ではなく、

まず以て國有林野事業の:一認を携う管林局署職員である。
從って自動車關係の法令を熟知すると共に蓮轌､整伽に鮒
する各種智識をもつことは勿論であるが、更に公務員とし

て②服務その他に關する基礎的法令､基本的林學の概要、
蟹林局署に於ける各種事業の大要等に關する素養が必要で
おり、このためには法令等の獺示、回蝿､説明難による周
知徹底､講習衝の開催､短期間の資務教習等の措睡を考慰
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六角：螢林局署侭物自動車の管理について
－

を繊ぢ等に移す移鱒の原理､人の能力を器具磯城により
p

補足増濃まる補足の原理、分業､流れ作業に明らかな分擢

・の原理及ひ漣結の原理、組織、功程、生産物等の簡易化或

いは規格化若しくは統合等を岡る集約の原理、當事者の糖

紳力の高揚等を促す發奮の原理であ亀。
之等の原理によって考察する場合、自動車輸邊に於けるひ

能率賓現のための方策朧、概ね次の如きものが翠げられる

と思う。勿論之等の方策の採用に當つては､能率蝦とい
う面と共に經螢經濟的考慮が同時になさるべきであること

はいうまでも･ない｡‐

その1は積込、卸作業等に於ける機械力の使用である｡

貨物の種類及び場所的條件等の如何によって鶴必ずしも

溌械力採用力哨雰増進をもたらすものとは言い得ないが、

然らざる限り儲識的にもまず考えられる方錐であろう。輸

溌作業に附随する道路補修等に於ても同溌である。 ‘
次には自動車の選澤である｡現在自動車はそれそ恥の性

能をもつ商品として販責せられ､その性能雌は主として
製作會魅のなすところであり、使用者のなすべき餘地は比

較的少い。從って楡邊目的に適合する性能の自励車を選鐸

し､-筒常にその適否の検討をなすべきであろう｡‘

次に考えられるのは整備用機械器具､計器等の配置及び

選澤である。整備の遅速適否が能率に影響するものである

ことはいうまでもなく、その誕速碓閏このためには恐らく

必然的な方策であろう。また懸念部分品等の貯藏と整理等

も考えられるべき冠ある。 －

その可,として考えられるのは各種部門の分制及び綜合、

並びに操縦者鮮の交代制度である。之は配蔽蕊敷の多少や

定員の如何等にもよることであるが、それらの許す限り運

郷、整備部門等を分割してそれぞれの能率化を圖’、一方

管理の一元化をなすべきである。また季節的朧件を克服し

．導輪逢作業を行う場合､最小の勢を以て最大の効果を望む

べきは當然ではあるが、それが關係者の酷使に至鳥ことは

許さ霧べきでない。

次は人そのものに對する措腫、即ちその精称の高揚､發

奮を促がず各諏の方策である。職員については前章噌於て
のべた事業内容及び重要性を認識せしむる研修､適切な総

與と施設による生活の安定化等と共に皇各鑑篭車の能率公
表､比較、橡討、優秀なるものk褒賞付與等が考えられ、

努務肴については之に準じた方策と能率箪金制度等があげ
られあ。

以上②べたものkほか､前章に於てのべた各種め方錐は
一面に於て繊畠蝉の方錐でもあり、その疫施力嘆望せら

るべきであろう。

更に各自動車の能率測定及び比較等のためには.、作業經

過の敷字的記録とその方法統一は峡くべかざるものであ

〕一

すべきであろう。之癖のことは一面に於て、季節的條件そ

の他により自動車運行を特定期間休I上する場合､關係職員

の一時配躍替を容易にし、且つそれにより事業上の便と合

理化をもたらすもので焔ある。

之等の各種方策のほか筒考えられるのは、自動車管理心

得乃至自動車取扱心得の如きものム統一的制定である。

現在､職員たる人については各種服務法令､物品として
の自動車には之が取扱規程、自動車の操縦､運行についで

は道路交邇取締法その他の法令が夫盈存リミるが､管林局署
に於ける自動車の管理乃至取扱という特殊的､箇別的欺態
からみれば、之等の法令はいわば一般的規準たるものであ

り、この黙倫統一的規準を定むくき特殊事項力沙くないと

思われる。自動車及び人を適切にあらしめるためにも，か
銀

かる“ﾘを定めて明確な指針たらしめることが極めて必要
であろうo

●

《
一

第四章

上野陽一氏によれば、目的に對し手段が大きI錫合をム

涜、反對に目的に對し手段が小さい場合をムリといL、こ

のム〆とムリを取除き､｢本來のモチマヱが完全に蜜現され

ている状態」乃至「行動の目的に對し、最も適切なる手段・

がえらばれたときの状態jを能率というとされている｡然
してこの能率を徴現するため、目的のために手段を求める

溺合は最も小さいものを選定する最小原理､反對に手段が

典えられて目的を選定する場合は最大なものを以てすると．

いう最大原理に從うものとされる。
画

前にも.のべた通り、自動車は國有林野事業のための手段

として採用されたものであり、經醤目的達成のため最小原

理に適合し、ム〆やムリをなくすた必の方策としてえらば

れだものである。

然しながら-方自顛域耀そのものについてみれば､林
産物叉は賓秘等を特定腿間職詮することが自的であり、そ

のためにはやはり最小原理に基いた各種方策力電磁せらる

べきであって、言いかえるならば自動車識窪に於けるムダ
やムリを取除くことが望まれ季くきであろうと思われる。

之はまた第二章に於てのべた、自動車管理の窮極理念につ

いてみでも、或いは後にのべる經鶴霞濟獅製勤からしても
當然のことであろう。

從って自動車筏理を念の第二としては､ ,樹詳乃至能率的

朕態の愛現というとと力蝉げ得るものと思われる。

然らばこの能率蜜現のため､自励車輪邊に於けるム渓や
ムリを取除くためには、如何なる方策が講ぜらるべき季あ

ノ 、ろうか｡之が次の考察對象である。
､

再び上野氏によれば、われわれは能率を資卵-ろたあに

は6箇の原理に從うべきものとされている。即ち人の拝業
グ

ー〔8
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六角 ：螢林局鶏貨物自動車の管理について
一

次に原債計算は現在第一次的事業である直螢生産等につ

いては行われているが、自動車輸邊に於ける箪位輸邊量に

對する原債計算は行われていない様である。もとより原債
計算をすることは、それ力埴ちに經誕の節減などをもたら

すものではないが、少くとも自動鯛楡邊の飛躍的管理蓮誉

のたあには､原磯討算とその要素分析､比岐等は炊くべか
らざるものであり、之等のことがひいては經費の適正化、

或いは節減に貢献するものと考えられる。
－〆

第二に箇別的各種經蟹に對する方錐としては、大要次の

如き事項があげられると思う。

部品、工具等の購大、修理發注等については、入札乃至

見稜合せによ．る憤格低減化は欝然行われているところであ

るが、更にそれらの職入、發注を必要とするに至った事由

等を調査橡討し、爾後原因となるべきものを除去すること

が必要である。例えばリャーシヤブトの折損はナ暫卜の弛

み、荷重過大、急制動叉は急始励、悪路の高速度迩鱒､材

料不良叉は暇等に起因するものであって、この何れに該當

するかを調査し叢爾後かくの如き鞭例をなからしむるが如
ひ

きである。もとより事前の注意力縦くべがらざるものであ

ることはいうまでもない。

また、貯藏部品工具の整理､]剛の殿正､各自動車の部

品交換、修理等に開する記録の盤備等も必要であろう。

燃料については激收､保存の厳正、空車蓮行の低減、各

自動車の単位富り消識量の比較検討、消致鐙多大なものk

原因調査とその是正､運行指令に韮く燃聯I委付等がなさる

べきであり、潤謂油の如きは走行粁戯、自動車の使用年数

等に鵬ず々適正消螢をなす如くすべきである。尤も後者の
場合は節減と併せて、通常な交換、補給をなすことが肝要

である。な泰之等の消識鐙蟻は瀧匹I章にのべた運行日誌等
に記録しておくことが迩徴であろう。 、

俸給、賃金等の給與經識は、徒にその減少の象を期すれ

ば當事者の生活不安定を來し、能率その他の不結果溌まね

く､と共に、經濟的にもマイナスとなるものであるbもとよ

り冗員とみなされる者があれば､配腫縛換等によ･り經費の

節減を園ろの･は鴬然であるが、然らざる限りまず當事者の

生活を安定せしめ、能率向上による相對的經濟敷果の實現

を岡るべきであろう。

次に喉,これはむしろ始めに述べるべき事なのであるが、

經濟的使用年限を超過した自動車の更新である。如何に細

心の注意をはらって整術し蓮蝿しても、時日の經過と共に

目1m庫各部態損傷磨滅し､休車日数及び部品代､修理代等
力輔大し定ゆくことは不可避的なものであって、ある年限

經過後は經濟的にいわゆる「採弊がとれない｣状態となる
もの看ある。 、‐

．この經濟的使用年限は貨物の種類､遁路の状況､運韓の

ろ。従って統一的嫌式による蓮韓日報或いは運行日誌等を

定め、之に所定要項を記録せしめることが必要であり、こ

のことは一面に於て勤務状況の確認､經醤的諸計算等にも

寄與するものである。

第五章

前二章は主として自動車管理の賦會的、獅耐勺面を取扱

ったのであるが､次にはその經濟的01価を對象として考察

する。

現代職曾に於ては邇常の場合、經濟的諸條件を無硯して’

事をなし得ないのは論ずろ萱でもないと造ろであり、利潤
獲得を第一義的目的として經誉活動を管む企業等に於ては

絶對的な蕊件である。

國有林野事業は公益保持、國民の癩利増進を旨としてな

されるものであるが､特別會計設置の趣旨にも明かな如く、

そのわく内燃ては收益の獲得増太を期待する一の經濟行
爲であり､､經瞥に儲っては前記の場合同溌粥に鯉濟的」

乃至「收掃的Jなることが希求され･るのであって、自岬慎

輸窪乃至その管理に於ても何等異るところはない｡最も醤
林局署に於ける自動車輸邊は蓮邊企業の蕩合と異り、特殊

,の場合を除けばそれ自艘が收釜を＄たらすということはな

く或出の節減或いは箪位經菱鴬りの輪詮謎増大等による、

相對的收読の増を期待し得るに止まるものであるからp佼

益的」ということは除り適切でばないが、ともかく管理に

當り經醤經濟的考慮をなさねばならぬものであることは明

・らかであろうと思われる。

即ち睡濟的状態の賞現」言いかえるならば「企業的観

念をもっての經我の經理」之が管理,を念の第三としてとり

あげられるのではないかと考えられる。

〃このための方策としては、まず一般的なものとして懲算

統制と原侭計算が考えられる。

＄；周知の如く瞥林局署の事業については犠會惣算の拘束が

あり、自動車翰邊に於ても豫算絶對額が限定されているの

はいうまでもないところであって、現在豫算統制がなされ

ていないおけではない。然しながら暹瀦この懲算は総娠的

表示に止まり、各自動車、各因子にわたることはないので

あって､之は議會識算が鐸のそれと異る硬的識算であり、

細部まで及ぼすときは事業運誉の圓滑を鉄くことを思えば

必要乃至やむを得ないことであるが、しかし前述の如き理

念からすればも自動車輸謹の管理に常つては議會撫蝉のわ

く駒に於て、なお經替經濟的な豫算統制を各自動車､各因

子について行うべきものであろうと思われる。もとエリこ

・の場合の撫算統制は、企業經誉に於けるそれに準じた弾力

的なものであることを要し、軍なる豫算の割常の染に終っ

てしまっては意義を瀧ずるび
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六角：醤林局署貨物自動車の管理につい筵 丘

如何その他各種の因子によるもので、一定することはでき

ないが、木材を主とする運溌企業の場合に於ては、職ね3

乃至5年程度と考えられているものL如くである画誉林局

署に於ける自動車は、前にものべた通り蓮蓬企業のそれと

は性絡が異なるものであり、識算或いは曾計規謹その他か

らしても企業の場合の如き更新をなし得ないことは考えら

れるが、少くとも償却年限を經過し、しかもあらゆ治黙か

らゑて經濟的年限を超えたものと認められる自動車につい

ては、速かに更新を聞ることか必要であり、之は同時に國

有林野事業特別曾計の趣旨にもそうものでばないかと思わ

れる。

尚以上のほか、間獅測輸溌の州對的r經濟化」のため、

前章にのべた能率蜜現の諸方錐及び第三章の諸方策も考慮

せらぢべきであろう。

第六章

以上極めて概括的な考察をしたが､要約すれば、誉林局

謹に於ける貨物自動車の管理に雷つては、自動車及び人を

適切なる状態におくこと､能率の資現､そして擢濟的状態
の賛現の三を基本理念とし、之を渡現するたあに各種の方

策が綜合的に疫施せらるべきものであろうと考えられる。

然してまた一方からすれば、かくの如き管理をなすことに

よって始めて､永稿頭初にのべた各自動車がよくその配置
の目的を達成し得るものではないかと思われるのである。

一一一一一一一-一一一一一一一一一一～一一一一

とである。

即ち､森林を人間の可能性の範園の技術章以て自然の法身

則に從はんとするを援助し、速やかに調和を保たしむるぺ

く努力することである。
〆

此の努力は傳導者の正蕊と同ふ姿と何ら塗りはない筈で
、

ある。
夕

近きに例をとるならば、戦時戦後を通じての倒伐は，此

《
》

酉
一
一
二

願
‐
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然

－地厘林業按附

普及員の見たる－

多
》八重樫佳照

自然は恐しいものである｡自然は帥である。自然力調和 れ自然の法則に反し人間が自然を破壊したのである｡何よ
を有ってゐるか否かに依り、人間制:會の幸か不幸が左右さ りの證蝶として戦前に於ける水害は多少あっても今日に於
れるものである。 けるボ害の如きものはなかったのである。

自然科學の一部門である林業を考究する吾盈は、自然を 叉寺ツノキクヒムシの被害に就いてもその通りである。
研究しなければならない割自然を研究して、それを調和せ・ マツノキクヒムシはその数が少ければ、人間に野する害は

しめる榛に努力するのが痴博者なのである， 無しと云ふことは出来ない。然しそれは僅少にして且つ人

林業技術者の進むぺき道ほ師森林を通じて自然を調和せ の目には直接見えないだけのことである。
しめる様に努力す愚‘ことにあ為と恩ふ｡、 マツノキクヒムシが無数に繁殖し、その時始めて人間が

植物學者が植物を研究す堵鰯合､物理學者が原子樵鑑を その大害に氣付･きその防除對策を考へjるのであるが.､人間

究明する場合､植物學者はその對照の植物の花､紫､蜜の ‘ の鐵阿が如何に進歩しDDT.BHOが發見されても、マツ、
中に融け込んでそれと異身一磯とならねば研究は出来ない ノキクヒムシを皆殺しにすることは不可龍のことである。
叉物理學者も然り.原子と同燈とならねばならぬと云って 感者必衰の理り、マツノキクヒムシの全盛期も長くはな

も過言ではないと恩ふ･ いのである。それは自然のみが知る所である。 ・ ・
搾謁陵術者力惑林の中に飛び込承森林と同魁となり切つ それに對し人間が自然の法則の如何なるものかを知り、

た所で始めて調や生態及び今後のその森林に對する合理 マツクヒムシの衰退を早からしむる様技術的見地より観察
的な施業方法力割然として來るものであると信ずる。， し、それに援助をな､ﾗｰ綴努力するのが*瞬き挨術者の進むべ

そして森緋を通じて自然に放り切るのである､それが自 き道である。
然の懐に飛び込むことであると思ふ°その時始めて自然の 自然の法則に逆らひ、それに從はざるも.のは必らず不幸

漠として掴み所のない偉大さにある種の恐怖の念を抱かざ を招くものである。
るを得ないのである｡それは郷を恐れる氣持に外ならない。 自然になり切り森林と話をして、自然の法則に從ひ．自
そこで人間の弱さ、人間の可能性の限度誤人間の力の到底 然の恵みに感謝す。

及ぶべからざる限界のあることを悟るので溌・再び一介 即ち祁の恩悪に感謝し､御刷'酒を捧げ､お互ひに感謝し
'の林業技術者とUて吾れに儲る時、その進むくぎ途が開か 合ひ、酒を汲承交すのが林業御臓の道なのではないかと
れるのである。 － 思ふ°（筆者･岩手縣林務部施業課〕

それは何かと云へI燕11に逆らはずその恩悪に感謝するこ ・

句

ｰ
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惠那地方に於ける

ヒノキとイヌマキの混清獺栽林について
伊 藤 貢

…， ～… 、奄奄……

性稚樹力渥入し､己ゐるが小座級にし､で樹高低く、且つ樹冠

の搬張貧弱にしてヒノキ、イヌマキの生育に對する直接の

影響が殆んど考慮の要がない。謝査林分の面祇は混林地

0.53ha, ヒノキ剥淋地0.15ha, イヌマキ純林地0.211111

にして、その内部に方形の標準地(60cm2)を採った。各

林分について毎木調査をなし、胸商直径、樹高､材穣､形

率(樹高の胸高直浬に對する比)枝下高枝下高箏冠率
（樹冠直径の胸高直裡に對すち比)等の林分繊成要素につ

いてα､出舞賊､並に樹高と直煙､胸高直裡と材積及び樹
高と材稜との相關曇係を上鱸して混林として生育する場合。

及び柳瞬として生育する場合c林公榊成状態を究明するこ

とLした。而して供試林分内の立木本数はヒノキ純林地

98本、イヌマキ純林地85本蝿林地ヒノキ42本、イヌマ

キ45本である。本調査に於ける材積の計算は現行名古屋

誉林局立木幹材積の計蝉法に依烈二｡叉供試林分を將來は
多く取って調査を綾行する諜定である。

3，調査結果

各林分の調査試料に基い､亡林分職成要素の平均数値､林

分の歪度、並に標準偏差、鍵佃膠数を求めた虚を示避ば第

一表から第四表の通りである。叉各林分の林相曲線(胸高

直偲階別樹高曲線､樹高階別材職Ⅲ線、胸高直径階別称韻

曲線）及び胸筒直裡と樹高、胸高直僅と材栽､樹高と材瀧

の相關灸係を求めた虚を示せば第一岡から第三圃及ひ溌素
表の通りである。

1，緒言

こ上に云ふ悪那地方,とは岐阜縣恵那郡付知町を中心とす

る地域で､東は長野縣と境する恵那山脈の一部にして付知

_川の流域である。由来この地方は裏木曾と呼ばれる一環に

溺し、ヒノキ林が多い。この報告は鴬地方に於いて散見す

る上人キとイヌマキ（〃サマキ）の混清植栽林の構成につ

いて調査したもの上大要である。

イヌマキは本州中南部の温暖地方に生育する術絲の喬木

である。造林上は陰ノキと共に耐陰性が同程度の樹種とさ

れてゐる。而してこの雨樹種の混蒲聴栽に開しては未だ不

明の卿iがないでもない｡依って鴬地方に於ける爾樹種の混
清林の内容を究明するは佃値あるものと信じ、該林分の如

何なる形状大いさを有誰為樹木が，如何様に相集り、相結

合して組成せらるLものかを数量的、統斎粕0に城討した。

'又一方ヒノキ、イヌマキが夫毒の純林の場合についても調

査を行って比較對穂をした。

本調査資施に開し種埼御指導を賜った矢澤博士に深謝の

意を表する次第である。

2．調査地の概況､並びに調査方法

調査地の位置は岐阜縣悪那郡輻岡村地内で民有林であ

る。棚査地附近は海抜高700m.地形は東北面に3～7庭

の綏傾斜をなし、表土の深さ25～30cm.基岩は花崗岩蟹

り成る。土質は砂質の溌土である。調査噸付近の氣象状態

は中津高等學校(調査地南方6km)､に於ける棚測結果は年

zI亀均氣温12庭、年率均降水量1800mm,降雪量40cm,調

査地東南方12km悪の地黙に位する恵那山（標高2190m)

ば'1月上旬に初雲を冠する陣普通とする・
本調査に供したヒソキの嗣鮴地》イヌマキのﾎ肺馳及び

混蒲林地は何れも昭和2年の植栽で昭和23年10月調査

當時の推定年齢ヒノキ26年､イヌマキ24年である｡"イ

ヌマキの純林地及びヒノキ、イヌマキ混雷林地（以下混林

地と脇孵す）は一回間伐を行ひ、ヒノキの純林地は施行せ

ず。混林地にI漣F均推定年齢8年のコナラ、〃リ等の天然
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第一表林分要素の平均数値
0
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第二表各林分の歪度
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１

１
１
１
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第三表各林分の標準偏差

胸高直僅
(cm)

6．24

3．21

2．49

,al4

樹高・
(m) .

2．35

2．62

0．45

3．05

枝 下高｜樹冠直睡 材 一積
(m3)
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0．041

0．012
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形率
〔借,一
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第四表各林分の鍵化形数（％）、
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4

以上の澗査結果にもとづいてヒノキとイヌマキの漉抹に キはヒノキの69％に浦たない。
ついてその主要黙を記述すれば 2．本数曲線は枝下高、冠琴に於いてヒノキは左偏し、

1．平均値について"鮫對照すれば、イヌマキはヒノキ 枝下高率に於いて右偏L他は一致してゐる。歪度は唾をで

に對して胸高直煙76％樹高88％材稜61％で純林 あるが､胸高直遜､樹高に於いてイヌマキは少く、枝下高
の場合に比して大きな隔差が現はれてゐる。叉ヒノキ 樹冠直極に於いてヒノキは少である。

． は混林總蓄談の67.5％を占め、イヌマキは32..5％で 3.標準偏差は形率を除いてヒノキの方が大きく、叉鍵
ある｡叉枝下高は大差ないが､樹冠直謹に於いてはｲﾇ､ﾏ ｲ圃麹は雨者共概して大きく林分として不濟形であるとい

-(12')2－ ℃

、
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伊藤：悪那地方に於けるヒノキとイヌマキの混蒲植栽林について 房

第二圏直径階別zI皇均材積曲線
▲

‘4．總括
（
材
稜
岬
）

本調査は峡阜隅蕊謝謝顕岡村に於けるヒノキとイ･ヌマキ

の混蒲林について調査したのである｡然し乍ら調査開始し
てから日洩く、賓聡I充分ならざるため的確なる結諭を見い
出し得ないのは遺憾とするも、本調査結果に於いては、從

來耐陰性が同程度とされてゐるヒノキとイヌマキの混林丙

に於ける競合（根系を除く）はヒノキの方が優勢唾あるこ

とは認められる所である。叉ﾋﾉｷ耐ヌマキ共に混林に

比して純林の方が礎秀なる傾向が認められあ。
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4.相關の程度は胸高直座と材溌に於いて大であり、胸

高直径と樹餓び樹高と材稜に於いてはほ鱒等しく、

何れも高次の順の欄關燕係を示してゐる。

第三闘樹高階別平均材職曲線
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定憤350側（〒18圓）
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（樹高m)

次にヒノキの純林地とイヌマキの純林地、ヒノキ細ホ

地と混純､及びイヌマ黄の祁琳と溌林との場合につい

ても調査を行ったが、制淋の生長はイヌマキはヒノキ

に比して良好である。ヒノキの生長は純彬血は收漣表

（霧淋家必挽304頁）の三等地、腿林地ほこ熱Ⅲにほ
ぼ該鴬してゐる。イヌマキは混林に比して欄琳の方が

直窪大にして、樹高枝下高が高く、概して制淋の方が
催秀なる傾向が見られる。叉ヒノキは混林に比して純

林の方力淋分として整一である。

一（

しぼら〈絶版であった上記2名著が衆望に應

へて今回い災いよ悩上に2度目のフットライト

を浴びる事になった。

前者は淋野共濟會發行でB5型541頁，

後者は林業經濟研究所發行IEB6型268頁増訂
版である。いづ紅も本會に於て取次販溌をして

居ります。

御申込は日林協へ!！

13）一
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なる分がそれ礎大でないとすればなおの事これ力潜及は困

難である。しかしこのプラスになる分避は今迄の虚劉然と
‐し居らず大腿に於いて過少評償されて居るのでなかろう

か､､何故ならば長年の經験を有する手挽作業と短期間の經

一験しかない自動鋸竹錐の比較により直ちにその結果を見て

その是非を論ずるのは安當でない、まし･乙個人的作業であ

る手挽に比して組作業の自動鋸に於いては作辮也の麹境に

よる適應性の決定が極度に要求されるのでこの適否は非常

に俺業結果を浮動的なものとするからである。

言うまでもなく伐木鎧#雛業に於いて鋸織は重要な因子

ではあるがこれ力建てではない､従つ悪自動鋸は従来手作

業であった襄挽鋸よりは倉鐸的になるだけの敷果を有すべ
きであるから節一に鋸断作業のより能率化を岡るべきであ

るが同時に枝柳等の他因子との綜合蝿眉率化を岡らねばな
らぬ、前者は機械の改良により後者は作業法の研究により

進捗せねばならぬのだが論者が1職歯椴心を持たれて居る
のに後者が閑却覗されて居るのは不思議な蕊である。これ

は磯城に人が使われる原因となり從ってこの様な情況下で
自動鋸の是非を論ずるのは安富でない、使い方力惑いのに

機賊のせいにするのは感心出来ないばかりでなく機械力に
對する盲信も楚だしい。

筆者は現在の自動鋸作業は手挽に比して著しく有利なも

のとは思わぬが同時に今後の研究にようてはこれが賞用化

は悲溺の要はないと思う。しからぱいかにしたら自動鋸を

より能率的に使用してゆけるかをなるとこれは仲を困難な

問題であるが以下少しく具禮的に述べて見たいと思5b
二

（1）自動鋸と手挽鋸の得失

手挽鋸は輕<かさばらす地形的な制限が少なく又鋸長以
上④經級木の鋸漸が可能で突發的な事故に對し敏速に對溢

出來ろ上に償格も安く自動鋸はこれに反する力窪副力は手

挽鋸に比し著しく犬であり作業者@疲鋤”で鋸歯の駁換
が自由である。又手挽鋸は一人前になるのに少くとも3年
はかLるが自動鋸は1月航ですむ利黙がある。今具繼的に

伐木避材作柴の慨態について考察すると自動鋸は足場に對
する要求が甚だ大である上に伐倒叉は玉切の際の切落Lは

危険であり更に地形の關係で鋸識不可能の場合も生ずるが

適當な頚境下に鋸勤を行へぼ手挽鋸朧足もとによりつけな

い程迅速である、従って自動鋸と手挽鋸を雨立させる事な

1．粥 言

本邦に伐木遥材用機械鋸力零入されたのほ大正年間に測

る事が出來るが，その當時のものは操作が不便で軍裁が大

であったので賓用に供されず単なる試みとして絡つた。以

來山林内の伐木造材作業は絡戦に到るまで手挽鋸斧等によ

り行われて來た力戦後､林業磯械北の機運が起りこれに鵬

じて伐木淵凱･用機械鋸として可搬式ガソリンエンヂン付ヂ

エンソーが登場しその丙最も普遜的に採用されたものに自

動鋸がある。これに關しては甑に東大の藤林教授を中心と

する東大森林利用學教室林業試鹸場作業研究室､青森誉林

局三品技官､東京誉林局工藤技官大川技官、名古屋誉林局

瀧川技官、富士産業の小山蓮尾増田、其の他駒井加賀谷等

の諸氏の發表がありいずれも自励鋸の利陥償値を認めて居
る。副職錐者もこの研究に従事した一員として同意見であ

”

り青森瞥林局大畑誉林署管内で滋用化されて居るのを覗察

したし熊本誉林局美燕津菅林署管簡でも相當換果を畢げて

居る旨を開いて居るがそれは全國的に見て極く一部分の例

であって大部分は折角購入した自動鋸が倉庫に眠らされて

居る現状である。これば何故であろうか｡孤究者の發表が

非現鐵的なものであるのか或いは現地の保守性と努力の峡

如によるものなのかいずれにしても再穆討せおばならぬ時

期でないかと思うので借越ではあるが貧弱な費料と未熟な

鐙験からこの問題について述べて見たいと思う。

2． 本 論

、終戦後杣夫の技術と勢働意慾の低下ほ甚だ天でありこれ

と献曾問題とからんで林業の磯澗上その一部として自動鋸

の登場となったのだが､-現蜜には現在の手挽作業を機械作

業に切換えねばなら麺程切愛な事態になって居らない、努

務者は不馴れな磯城よりは使用に馴れた手挽鋸に愛蒲心を

持ち更に叉經蟹者側から見れば伐木運材作業を通じて伐木
竹業の占める重要さは甚だ輕いので新分野の開拓に努力す

る部面は他に多くあるから差徴って今日明日困ると言う課
でない自動鋸の食用化に概心が乏しい。まして自動鋸が捌
期的な威力あるものならばともかく手挽にJEしてプラスに
ー－三

《
）

』
〉

凸

《
）

(筆者・林業試験場高知支場〕

一
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く各煮その得失を補って協力せしめる必要が解ると思う、 のである、伐倒時に機械を手毛支えると蝿に疲れるばかり

既往に於ける自動鋸の失敗の多くは自動鋸で全て解決しよ でなく鋸が曲って鋸戦す-るので停止したりするし又無鯉に

うとして手挽鋸の合理的併用がなかった篤の場合力蝉げら 陸着する事を避けて棋打と俳行させながら交互に廻して鋸

れよう。次に移動の蝋場を考へねぼならぬ、奥地に散在す 断すると非常に能率的である事.全て機械で行なおうとせ
る僅少准林木に對し自動鋸を持込むの愚は解りきって居る ず手挽鋸との協同を考へて或る限度で手挽に委せる糠にす

としても地勢や林木の粗密度は自動鋸の移動に甚だしく影 る事等工夫の餘地は澤山ある。其他自動鋸は2～3人で操

響する、例へぽ伐倒木が折り霞って收集つかぬ程櫛雌腫な 作するのであるからお互L,にその持場を交代しあってコツ

る覗雛のある虚や地勢急峻復雑で素手で歩くにも危嶮な． をのゑこむ事俸作業を圓滑にするばかりでなく疲努の減少

＝虚は手挽が有利であろう、叉枝條の繁茂の甚だしい樹型復 にも役立つであろう。最後に狼調したいのは歯型目立が閑

雑な樹種はこれまた自動鋸を利用すべきでな山､。これらを 却覗さ孔て居る事である、これは誤りも甚だしい､手挽鋸
綜合すれば自から自動鋸を使用すべき鰯と手挽鋸のみで作 同嚴に各樹材種毎に應じた鋸歯を選び徹に目立して切削力

業した方が良L､虚とを決定出来よう、そして自動鋸を使用 の低下を防がねばならぬ。

するとしても手挽鋸との協同度合も夫盈の雲境により異る B作業組織の合理化
べきである。 前述の如く伐滴跡j作業に於いては鋸断は重要因子では

一

（2）自動鋸作業の合浬化 はあるが足場作り、棋打、剥皮、測長､枝挑､オ埴し等々苧

A機賊の改良と操作御『の向上 の因子と綜合して初めてその能率が決定されるものである

現在の自動鋸が更に輕鍵I型となり狸馬力となる事は切 から自動鋸に於いては手挽の場合と異り分業6泌要となり
望されて居り藤林激授指導下に既に或る程度の解決がなさ その作業組織の適否が問題となって来る。即ち自動鋸は常

れて居るがこの問題はこれが完成を待つ班として現在ある に無駄なく鋸鐵を行いこれに附随してくる諸因子間との圓

自動鋸をいかに有效に使用するかは今直ちになされねぼな 滑な統一ある調整が必要となってくる。一般に自動鋸1台
らぬ､例へぼ自動鋸の移動に適う-る背負具の考案や部品工 を中心とする作業班は次の如き編成が必要であろう。

具の挑幣具の工夫等は割と簡単に出来てしかも非幣に便宜 1名

｜雪堂聴 ‘・
瀧鐵護難灘識繍｜學:藤“ 蕊ク篤に機械の整備蕊故障對策､燃料の鰄勺､鋸鐡諜技術等

を厳守すれば誤りないが従来とかく現地で頻發して居る部 以上の係の丙で最も霞用なのは指揮調整係であるこの係

分として滑汕の揃給の不完全（燃料力輔くなるとエンヂン ’は機械の能率的活鋤を推進‐ﾘｰる爲に常に機械と共にあって

が停止するから危険がないが滑油がなくなってもその儘活 その作業を指示すると共に一般作業者の作業と磯城{1業の

動を綴けるので氣がつかない）鋸歯の鮎抜不完全（f嘩中 調整を岡らねぱなら麺、この係力無詣であると作業組織が

に切獅して佃錐を中止させるばかりでなく作業者に危険） 混飢して＃露低下の原因となる、エンヂン運縛係と鋸先持

声氣化器及びこれに附随する黙火栓（エンヂンの生命である 係は一身同燈であらねばならぬ特に伐倒の際は水の雨側に
にも係らず輕硯し力鏥）等が謡げられよう。故障の對策は お互が位鐙ﾗｰるので相手の動作力混へないのでこの必要が

萬然を期さなければならぬ、折角の機械による能率も故障 生ずる、なおエンヂン運鱒係は自動鋸重撤の過半を受持つ

、の馬の中止で一銅にマイナスになって吸う、故障の修理 ・て操作しているのであるから鋸先持係の巧みな誘導力泌蕊
は簡箪に短時間で出来るものは別として原則的には作業中 である。一般作業係は鋸籔以外の作業を擢當する力洛萄の

に行わず術に懲術の鋸やｴﾝヂﾝ叉は灘備自動鋸を準備し 据當の作業に於いて自己の業務の承に拘泥せずいかにした
て置いて直ちにこれと切換えて作業を綬行し作業維了後に ら作業組全艘の能率が向上するかjこ留意して行重腿ねぱな

故障部を修理すべきである、な酷プラケ､詞b器､鋸歯、 らぬ、この人数は作業地の蕊鈍により聯減すべきもの遥こ
オイルタンクのキャップ等と修理具は粥に携行すべきであ れが適否は能率に頑大影響を典へる｡これに開して参考迄
ろ。次に燃料がガソリンな事は単艇經濟的からのみでなく に筆者が行った試醗結果を簡箪に述べて見為。

現下の情況から見て非常に残念な事である瀧〔始動のみガ a杉壯齢林皆伐作業 ・

ソリンとして活動中は代燃に切換へる研究が進められで届 i試瞼簡脈供試木、試繊年月日

る）この消費も一寸した注意により相臘増減される無駄な 山形暇最上郡古口村犬字古ﾛ字糠塚､古口蹴躍管内120

蓮縛を避けると共に常にスローの調節を怠ってはならぬ。 林班そ4班丙の明治24年植栽杉桧濁ﾎ地層地勢は東南面

な論作業者は一寸した工夫で楽に手際よく操作が出来るも の綴傾斜､林木のU密度中、林位上、】'噛り蓄穣220m3の

一（15）一
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宮川 ： 自動鋸による伐木造材作業の得失と合理化について

箇所で皆伐中の杉162本を供試木としたこの胸廣値腿16～

58cm職摘14~81mである試験は昭和23年i1月12日よ

り同月17日まで本場作業研究室の辻､秋保雨技官の協力

を得て施行した。

ii試騒方法

磯城鋸として富士産業三鷹工場製の,自動鋸を供しその他

の器具は郵也で使用されるものをその幟用いた、採材は2

間材工間材である。作業編成は自動認1蕊に對し5人6人

7人8人の4組を鯛成し参考迄に技能上中下よりなる＄人

組の手挽作業班を比較に供した
式

通試験成績

第一表第二表の遡りである。即ち5人組が適當であった

一般作業員の｡これ以上の増員はむしろ能率の低下を來にし

て居る。なお手挽鋸に比して低い結果を示して居るがこれ

は手挽組力嘘烈な競争心を起した篤に星F素の2箔の功程を

あげた綴で駿密にはこの半分が手挽細の功程と見て良いの

である。この間の事購は「蒼林」Vol､1No.10に「山官

の手帳から」なる記3”§あるがその著者が次の如く記して

居る｡｢‘．．……前略…．．やはり依然と』して自動鋸は手挽に劣

ると言う結果が出たつ是はおかしいと尚もよく検討して見

るとこは如何に、手挽の方が\生の倍以上の功産を華げて

居たのであった｡つまり試験に加つた手挽の方の杣夫は、
鞭め平生の通りに作業を進める綴にと注意を受けては居た

ものの．側で自動鋸が爆言すさまじく素晴しい活動を行う

ので、つい我知らず次第に力を出して遂にとてつもない能

率を蕊げて仕舞ったものらい:と言う事が分った。詰員の
話ではその杣夫は晩方になるとすっかり延びて仕舞って、

もう試職は勘辨してもらいたい、とても燈が識かんと言っ

たそうだ。かくて試験のデーターは不正確となり、杣夫は

延びると言う結果に終ったわけである。但し此虚に於いて
計らずも自動鋸の新しい使用法力現出された。即ち杣夫の

功程を上げる必要のある時は通しくその附近で自動鋸の香

をさせる事である」著者は白蕊子と言う假名を使用して居

るが鴬I際の'0署長と思う。

b檜造称戟間伐作業

i試溌箇所､供試木、試験年月日

山形縣最上郡東小國村大字富澤字孤塚､向町誉林署管内

虹林班ほzl班丙の大正7年植栽の櫓赤掻遥林地で地勢は東

南面の緩傾斜，林木の疎密度中，林位下》11a噛り蓄積40m3

の箇所で'5%の間伐施行中のもので聯直礎6~18om"
高5～18mである、試験は昭和23年12月4日～同月5

日に施浄した。

ii 試激方法

本試験は伐木造材したものを一定箇所に集穂するまでの ′
作業を行った、その他器具、竹業法は前記試験と同一であ

るが作締成は8人10人の2組とし他に参考迄に手挽鋸

により同fI難を賓施中の作業者40人の功髭を記録して比
へ

鞍に供した。 ｰ

iii試醗成績

第三表第四表の邇りである。即ち8人組が良好の如くで

ある。なお本試験に於いでも前記試験に於いても自動鋸に

對する習熟及び組織内の協力は完全でない｣重に試験期間も
非常に短いので試験成綴としては不完全なものであるが参

考迄に記してみた次第である。

以上貧弱な試臓結果を二例畢げたが作業組織は作業地の

鍛境により叉仇業員の熟練度により一率には決定出來ない

が､これ力馳否の作業能率に及ぽﾅ影響の大なる事を思う
時早急にこれが研究が進捗されねばならぬと思う。なお作

業班に2蕊の自動鋸を配置する事も敷果的なのではなかろ

5か。

窪
）

、

3． 結 言

以上簡単ではあるが自動鋸の研究に從事した一員として

これが合理的に使用され作業能率珊進の一助ともなればと

思い平素考えて居る一端を述べた次第ぞある。何等か参考

となれば幸甚である。

一
）

第一表 竹錐別1人蟻磁働時間及墹業能率表 （杉壯齢林皆伐）
”

世
11．12

11．13

11．15

11．16

'1.17

1人

枝柳

2025

2503

1542

1618

1467

鴬作業

剥皮|測長
1961 970

2426 ．512

2639 303
m

1590 601

5106 238

時間（秒）

｜",霊”作業種類
伐木鑑材高 1人1

時間篭

|釜繍纈試鰯繍
66." ]1"19f““］,､部L9f

， 79.16 9．90 1．77

79．71 11．39 2．09

75．55 15．11 2．78

“､91 14．97 3．47
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宮川 ： 自動鋸による伐木鐙材作業の得失と合理化について
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木材乾燥室 "StartvantSystem,,

の改良に就て 武村千春
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れない。之はむしろ閉鎖して溌いた方力鞠一乾燥が出来乾

燥速度が早い〔次の機曾に發表の熱耀）又長さの長い乾燥

室の調潔は全く自由のきかない場合が多い。例へぱ關係潟

度を下げるべく吸露Lを全開し排氣筒を全開しても無駄の

場合が多い。從って上述した二つの理由即ち操作中には排

氣筒を閉める方力遁一乾燥速度が早く、しかも調潟の自由

を峡く事蛮は明かに排鋪筒の職く位置が不適鴬であるから
であると老へられる。

（3）乾燥室の設計圖

（1）まへが・き

震験に使用する乾燥室の性能を湖ぺることは左程困難な

ことでは無いが此の1蛾睦根底として新たにより優秀なる

乾燥室を設計することは容易なことではない。而し我々が

演際に之を操作する場合に此の部分はこの様に設計した方

がより乾燥織眉を充分發揮し得るだらうなど各面に疑問を

持つ場合が起ってくる｡而し之はあくまで今までの學問的

技術的過去の經験から.くるものであって確かな1舗陰に就て

《
》
←

は模型等に依って蜜験しなければ分らな

い。而し我凌が其の時獅に個為に俊慰乾

燥室を試作することは全く不可能であ

る。而し特殊な因子を多量に含む木材乾

燥の分野に於ては先づ第一に過去の學問

的技術的の宏い面から総合的木材乾燥室

のデザインの問題に頑職を髄くべきで之

に平行して乾燥磯潮の面を持って行くべ

きだと恩ふ。現在デザインの面が立後れ

の状態に置かれて居ることは残念な事で

ある。かくの如く新規のデザインに依る

乾燥室の性龍が賢際的には有爲のもので

あると否とに拘らず控購者が自ら有爲を

信じ定木械乾燥界に改善を訴へる熱意と

努力は必ず此の界發展に寄與する所少な

からざることを信ずる。

（2）改頁の理由

（3）に示す乾燥室の設計は主として

調渥の面侭重職を蔵いて簡照に一考察を

行って見たのである。之はスタートバソ

IM ･システムに於けるブアンとエ穂フィ
シヒー久一との間にある排無笥のバルブ

蕊蕊鞭麓麓:辮麓
上あるものの排氣筒の全開は乾燥速度を

極端にに蕊らせ從って几通少<パイリン

グの中央部は含水準多く乾燥は均一化さ

(α）乾燥室縦.繼面

《
】

可

‐－

〈筆者・南關特殊踏船株式曾祉）
色
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（4）其の他改頁すべき鮎

a・床上の傾瀞

之は特に針紫樹をスチーミングすることに依って流

出されるレジンを其の総室内に放慨させることは面白
、

くないのでFiglに示す如くレールに對して巾の方向

に約'/]"位の傾斜を付けると同時に長さの方向に對し

てもFig2に示す如く傾斜させる。

b・ スヂーミング用パイプ

スチーミングの效果は室内温度が90oC～100oO以

0.5 '．

③
〃〃Z〃〃〃

▲

一
一
一

上でなければその効果はないが普通使はれる1.5吋パイプ 夫々プ戸ツク別にトラップを附設すべきである。
一本では制限氣睡2～2.5としても65～70oC位しか温度 e，二軍天井

は上昇しない故に〔ぬの場合を併せ考へてFig3の如く少 之は冬期外氣と接；-る乾燥室の天井の部分のコンクリ～

<とも3本を必要とする。 卜打力輔い時には休止蓮輔のために休止時に潟氣は水滴と
泡、 スチーミンLグパイ'プにドレーン抜を､術させる なって天井に現れる。從って操作中に乾燥材の上･に相鴬の

二度目のスチーミングから腫常にパイプ中にドレインが 水滴が落下して不都合である従って外氣に接する外壁は少
留って居るので之が吹出し加漂の城を脆し．と乾鯛才に不良 くとも5～6寸の鐡筋コンクリートと1寸のモルタル仕上
の結果を,も．たらす從ってFig4の如くパイプ艇'/4,位の傾 を必要とする叉天井の鋤､場合にはFig5に示す如く二軍
斜を保たせてドレイン抜を付けるべきである。 天井を作ると敷果がある。

d. ブロック式パイピソグ
凸

（5）あと・がき乾燥室の長さの長い場合､床上のパイピングを単線のレ

ターンペンドにする時は入口は高瀧となるもドラツプに近 此虚に簡箪に謡かれた設計が模型等に依って直ちに溌鹸

し部分は非常に冷却され其の敷果ぱ老へられ厳い。從って に持って行き得ないことが残念である。

此の場合ブロック式にﾚ･ターソペンドシステム､を採用して 而し今後の木材乾燥の研究は始維一型式のみにこだはっ

一〔19〕－
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ホイルの端
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|嫌上ﾉ傾斜 ．

ヘ

←

I

て居ること無く凡ゆる型式の乾燥室の長所を取ってその採

用個所と採用方法とを決定すべきである。之がためには夫

､

夫異った型式の乾燥室を取扱ふ研究員や技術者の密接なる

迩絡と集團研究すべき機曾を豊富に作り出すべきである。
■

古書

○蒲己は曾員･其他の委託品側絡で､御註文に對し木曾
円

平田徳太郎森林氣象・日射と温度（昭4） 300
本多’靜六鐙林學各論澗紫体木綿の4（昭2) 300

〃 遥林學要論（昭4） 400
輿林會森林生態學（昭4） 250
河田燕森林生態の概鱈(昭2) 200
竹内亮耶馬溪彦山地方の天然林（昭9） 100
フオーカー 原始林より栽培地へ(昭9） 300
山林局 造林用瀧子の取扱に就てく昭9， 150
典林曾 力･シゼン北中部ドイツブナ林の研究25O
植村値三郎改訂森林經理學'大13》 65O

堀田正通測 樹 學(昭13〕 500

潤知醤林局銀廃鬮濡林の撫育及更新指針(NHQ180
秋田管林局管内天然生林の施業に就て(大15〉 200
束京掻林局土地境界緬査概論（昭5) 300
河田一黍海岸砂丘造林法（昭18） 200
山林局生態學的に見たる砂丘遥林(昭7） 200

〃 荒潅地に於けるはぎの植栽成績〈昭9＞100
〃 にせあかしあ樹と砂”彌劣成続(昭8） 150

鑛齢蕊し砂防値栽成績(昭8） 250〃

〃 佛國海岸松と砂地鐙林t昭8〕

i::1〃 放牧と洪・水〈昭8〕

斡旋一

は遥料の外に戦旗手数料として其の.1割を申受け｡ます・

円

山林局四十雀類の負牲侭關する調査成涜昭10)200
内田清之助新編鳥學講話､昭25） ’50
高知醤林局斫伐事業の蓮擬設備(大15〕 300
佐藤娠五郎木材工謹(昭2） 、200
松島繊也 〃 〈昭17、 200
山林局 ベニヤ板に關する調査(昭11〕 30O
三浦伊八郎植物成分有磯ｲ蝉綱要(大15） 200

林産製遥學〈昭21〕． 〃 180

大日木山林會銅ﾎ植物油脂及樹脂(昭11） 250
山林局儲､櫨､栗穆朴､山胡桃白楊造林法(明41) 200
岩手縣山林會山葵栽培法〔昭3) 100
薗部一卑郎林業政策〔上XMR15) 500
早尾・渡邊 日本の林業(昭5〕 280
山林局地方山村林業經濟調査書<犬13） 400
服部希信人吉蒜に於ける育成的林業〔昭131， 100
帝室林野局御料地史稿(昭12） ， 50O
植松健木材商業(昭12） 60O
小野塚彬樹森林紐合關係法令解説(昭17〕 200
山林局 閲 有林(上･下)〔昭tl) 550
林學協會集誌(7~34,(明15~'17)5冊縦 3500
ﾎ操試騨彙報（1～48)(大9～昭15〕揃 12000
北海道試職鍛告(1~11X|明"~随2)蝿映 3500
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害二二二＝岐阜縣時村に於ける
一
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業の實際)に蓑)に薪炭林撰伐施 ついて

” “_｣｜堀
.＝凸－－■■ F ■ h由 ■4 . 凸凸 一画一

⑨

我國は戦中戦後に於ける側伐濫採の結果森林資源は澗渇

の危磯に直面し、各般の施策を強力に推進せられなければ

，ならない運命を背負っているのであるが､古來薪炭ば家庭

燃料の大宗とし、近時は自動車其他動力用、工業用として

重覗せられ需要も塘大の一途を辿り、之が生産の根源であ

る薪炭林の施業改善は刻下の急務であろうと思う。

=1粥蝶技術」第109"(2月鑑)に東大教授中村先生によっ

て紹介せられた、岐阜縣義老郡時村大字時山に於ける「薪

淡林澤伐施業の疫際」は本邦に於ても稀有の事例であり、

昨秋f鷲地調査の結果について以下其の大要を記述して、大

方諸擬の樹鯵考に費したいと思う次第であ;る。

古来紗繩少く、糊口の方途を専ら製淡業に依存し子觜孫

孫之を繼承して來たのであるが、其の鐸伐を行うに至った

主な原因としては次の黙が老へられる。

1．辨也少く、食溌の自給が困難であること

2． 1戸雷りの山林面積が比較的多いこと

3．他に産業として見るべきもの力鞠い

4．製炭査材として最適のものを逃伐しうること

5．地勢急峻にして皆伐するときは林地を崩壊すること

6．小裡木は銅上り少く收支不償と認あたこと

7．自己山称を自ら製淡すること

8．次回伐期迄一部を残すときは同一林地から得られる

、製淡蝋をますこと。

9．狹少の葡馳に期待するよりも製炭に精出して食湿を

職入する方が得錐であること

等にして山林は概ね10町歩内外を所有しているが、こ

れは土地職分前に夫樅用收続していたので地券交付の際
所有鯉を認められたものであろう。明治初年以來戸数は殆

んど塘加していないのであるが、これは人口の噸加を防ぐ′

と共に製炭法の秘訣の洩れるのをおそれて他部落からの鯖

養子の入籍を嚴禁した結果である。

現在篭山(昔､各戸に率等割せられたもの)120口を夫
夫1口丙外所有し、他に寅買を禁ぜられ、専ら樫伐を行っ

ているが.公有林及胎宥林約50町歩は皆伐に近い施業

.をなしている｡．

牙
凹
郵

1．時山の概要

時山は蓋老郡時村の一大字であって、岐阜市を去る西南

方約11I里の距離に位L,四方山岳を以て函饒ぜられ東及

南は三重縣、西は滋賀縣に隣接している、庚表1.8zF方里

の別天地である。

地質は秩父古生層に鴎し､基岩は角岩､硅岩､砂岩より熊

り、地味ほ概ね肥沃であるが.地勢は一般に急峻である。

年ZF均氣温は16度降水鼠ば2,500ミリ、職雲は上錘的少

く、海抜高は230～926米である。

戸数112戸，人口493人にして其の80%89戸は林業(製

溌）に従事し、農、商、工業は夫燕数戸に過ぎない。耕地

(田､畑〕は僅かに3町餘にして、食縦の自給は到底不能で

あるが、山林は1,398町歩を有している。・

林棚はシデ、カシ、ナラ、カヘデ、ツバキを主とする籏
汐

葉樹林にして至林の蝿二”％を占め､谷潜及山麓の一部
にはスギ、上lノキの観*地を散監ﾘｰる。

●

画 』

3．揮伐の方法

澤伐林の林型は、概ね上､中､下の三府をなしているが、

地位中聴林の町営蓄穣を標準地調査の結樹こよって示すと

シデ他22樹種で7,714木揃418石である、これの直径階

は5分乃至6寸5分(稚樹を除く）であって､本戯に於亡

は'寸の‘もの力珍い、材裁にあっては5寸階のものが-番
多く60石82を占めている。

鍛騨は一般に少く、材穣に於て40％本数にて15％内

外である。70～80％も湿く澤伐するときは次回の鐸伐に影

響愛>りとし殆んど行われ愈い･

樹齢7~'2年の間の生長が一般梶最も星<、zF均町営の
生長量は15石内外と推定せられ可成良好である。

伐期は製炭資材･として適溌な大さ、即ち胸高直観3～6

2．鐸伐の由来

撰伐の由來については文政8年、嘉永2年及明治24年

の大火のため夫盈全戸を焼失した篤文献の徴すべきものな

く明かでないが、古老の鱒えるところによれば恐らく数百

年前から自然に發達したものLようである。（應仁の剛の

折兵火をさけた公家の一部が、時村に逃入したとの鱒説が

ある)。

’

一
－一一

汐(錐者・岐阜縣山林事務局林政課〕
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堀 ：岐阜縣時村に於ける薪淡林擦伐施業の蜜際礎ついて
一一一

I

60zF方米に樹高6寸～6尺のもの196本の多きを算した次

第である。小指大以下の幼稚樹繭顕を垂れてヒヨロヒヨロ

としているが､鐸伐されると元気づいて生長も旺盛にたる

という。稚樹の手入撫育については僅かに周りの雑草木、

荊鰊類を鎌で刈挑ってお.く程度で下刈.雲起等は殆んど行

わない力禅切は澤伐のとき支障となるものについて行う。

6． 製 炭 ・

炭窯ほ1戸1窯宛築設し数年間蓮綴して製炭す･為、窯型

は在来の美鵬式で「弘法調の原型ば時山に發詳したもの

と自負している位で「時山測の騨償は夙に定評があり、

近年迄窯の観察公開を極んだ濯である。 、

窯は縦､峨共1丈の丸型透あって､20噸窯を普通とし、

製炭日数は大艘11日間である‘｢床掃」と稲寸-る窯底の修

正装作が瓢訣とされ重要硯されている。

收淡率は20～21％で黒淡としては秘めて良い、磯寒中

は炭材力撚えすぎて歩止bが少いといって「借財をしても

寒中製炭はするな」という:慣しであったが､現今では積雪

さへなければ製炭ｻｰる。

「時山炭」は硬度高く常に1割高を示し、時山農業協同組

合に於て一括委託販斑をなしているが､三重縣及縣丙各地

よりrﾄﾗｯｸ｣をもって蔵巽買収に殺到するの盛況で塗

る、年産凡5蕊農哩其の85％は上及特で、昨冬來の高償は

製炭篭唯一の生業とする時山部落にとっては最良の年であ

ろう。

澤伐作業は皆伐に比し勢力も3割”ﾄ多く要し多少?齢1

1であるが標準地調査の結果によると生長歎は15石内外篭

示し皆伐地の10石以下に對比して有利であるのみならず

治水上は勿論生産保縦上最も好ましﾙ､作業である。

現に時山地丙には禿繍崩壊地を全然認めず、大降雨に際

し､ても水の混濁することなく、年間を通じて水量の鈎上も

少いという蝉伐の顯蕃な事象もあり、時山の人奇は特殊な

鐸伐方法を今後も繼談することであろう。

尤も時山は各自がﾕ0町歩狂い錦織鋤有し､製炭業を
最上の生業とせざるを得ない宿命であって、自己の山林を

自ら製炭するところに鐸伐方式迩守の魂昌性も多く、且改

善（カシ類の塘加伐期の短縮､萠芽の利用其他）の餘地も

あり種燕批剥すべき問題もあり、直ちに以て他地方に適用

しうべき方法とは老へられないが、兎に角薪淡林鐸伐の特

異な方法として一顧の慨値あるものと信ずるものである。

從來の薪淡林は所調F伐り放し」となし、自然の崩芽に

任せられているため間を僅少の收入をあげうるに過ぎず經

濟的敷果も少く輕覗せらｵ勝ちであるが､施業方法の改善

によって生産麓を高め山村經濟上に及ぼすところ多大であ：

るのみならず､國民生活の安定､國土の（29頁へつ時く〕

寸に達したときとし大凡樹齢30年位であって、回蔚年は

一定しないが大臘8～12年平均10年である、年伐量は1

戸當200石(製炭量500俵）を標準としている。

4． 伐採木の選定

伐採木の選定については確たる基準なく、所謂間」に

よって立木の配悶粗密度生育の良否林分の構成状態等を考

察し､ご淫定するのであるが､大鰐の蕊準は次のようである。

1．密生するところの大、中径木

2，被害木､病木、枯損木、糖端木、二叉木等

3． 同一株より多数共生するときは形質不良なもの

4．用材として適営なものはときにより保残する

5．製炭奏材として不良な樹種

6．優良木の發育を阻害う-る障碍木

7． 生長の過大な不良木

8．伐期に達したものL内配置土差支へないもの

9． 傍に後繼木のあるもの

等を伐採し､慨良木であっても甚だし<空地を生ずる腿
あるときは之を残し、後繼木の撫育に深甚の考慮を挑い、

裡級の大小には織り拘泥しない、他府縣iE於ては概ね直浬

1寸5分位以上に達したものは殆んど伐採3-るようである

が、それとは大いに趣きを異にし一層進歩した方法で．佐

輝郷)博士はF直綾林鋤iiklともいえると申され､兎に

角將來の更新と地力の維持に最も意を用いて伐採木を選定

するのである。

鐸伐は皆伐に比し作業がむづかしいのであるが、時山で

は多年の經験によって巧みに行われている、伐倒には｢斧」

､のみを用ひ、先づ落葉雑草をとり除き、少し土を掘り込む

,朧に深く四方から斧を入れて校根を切ってから、伐根をお

椀の底の襲うに根伐する。

伐採は専業の關係上年中行ひ、冬期はむしろ歩止”悪

いといってさけている、玉切は一窯(200貫網の所要鯉

に腰じ長短適宜に之を切り、其の技能ば赫技に近ﾙ､。玉切

つだもの憾畷LJと瀞する幅1間内外の滑路を用い、上

方から潅落せしめるときは、慧斜地であるから下方迄容易

に到達する、この方法I熱{地を剥離し荒溌の素因をなす如

く老へられるが今日迄全然其の事例がない。

5．更新撫育

揮伐林の更新は一般に切株の萠芽を育成するの力漕通で
あるが、時山で憾萠芽を用いず専ら天然生稚樹に期待して

いる，これは鯉伐率力砺い關係上太陽光線の射入不充分な

ると共に例へ卵芽しても冬季較雲のたぬ棺頭折損せられ‘亡
役立たなく態るのが蒲である、林地には-一見して天然稚樹

が少いよ.5である‘が‘「コドラード調謹Iの結果によると、

〈
寿
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画

《
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剥皮嶢却法に代る一一’

|－溌透蕊蕊の上手な使い方
中野 博 正

1．､はしがき9
〆

棚旋虫の防除法としてI.皮を剥いで焼きませうjと言う

言葉は既に皆さん？耳にこびりついて居ることと思いま
す。然し皮を剥く手間は並大低でわあり寵せんO･開く所に

依るとユ人1日8～15石しか虚理出來ないと言うことであ

ります。皆さん甑に御承知の雛に柵旋識の仲間にはマツノ

シ麦ホシゾウムジCryptorrhyx'shuSinSidioSuSROelofS・の

綴に根部にも寄生す為種類があって、その爲伐根の皮も剥

がなければならたいことになります。伐根の剥皮わ］人1

日3～12WzF均6株位しか虚理出来ません,又剥いだ皮を
焼く事わ皮の中に潜伏して居る愚を殺す效果わあります

が、皮を寄せ集めて居る間に形成屑の所に居る成鐘力謎げ

て‘しまったり､火を扱うので勢い山火事の危険が伴ったり、

その爲に火の番人を置かなければならない等の臓介さがあ

ります。若しも皮を剥がずに皮の下の銀を殺すことが鵬来

たならば、こんな素晴らしいことわないでせう。所が之か

ら述ぺようとする藥剛わ或穰度その役割を果すことが出来

るのであります。

昨年アメリカ合衆國を覗察して蹄えられたﾉj,島博士の御

話に依りますと、あちらでわ松喰識の被害木に矛ル.ソ・デ
イクロール・ペンゾール1容とディーゼル・オイル6容と

をI賭した液を消防革ンプの鱗大仕掛な動力噴霧器で立
木に撒布して鋼余し鵡るとのことであり蜜す｡勿論撒布
した木わ粘れてしまいますが､騒除?鋤jに虚理出来る黙
が特徴であり霞す。

私わこの御誘を伺つ:亡早速種々な組合せの薬釧をつくり

比較試駿を試みましたdその結果充分な比較わ出来ません

でしたが､試験の範個でわトリクロール・ペツゼソ、オル

ソ・デイク屑一ル・ベンゾール、及び白燈油を主潮とした

ものが殺銀效果の黙で可成有望な見透しがつきました。私

の得た僅かな篭議に依ると、この方法にも亦弓？と言った
様なものがあって上手に使えば可成大きな敷果を翠げるこ

とが出來るものと思われました。

以下氣の附いた職を述べて鯵透蕊鋤ご依る松破鶚木虚理

、

事業の御参考に供したいと思います。

2．謬透蕊剰とわ

謬透薬剤とわ樹皮を通して殺識謝を邊り込拳樹皮下の害
鐡を殺すことの出来お藥測で、燃蒸割が氣燈となつ迄初め
てその敷果を發揮するのに對して液憩の堂L敷力を現おう‐
黙で異'ります。勿論直接騒燈に作用ｻｰるのは接＃職ﾘ的な救
果であります｡蕪蒸謝わ氣化した瓦斯綴が溺れてわ敷力が
減殺されますので、虫孔え挿入した場合には鋤孔の入口を
粘土･宿填充したり、枝條や鎧材を庭理するにわコンニャク

糊を塗抹した特殊な紙天幕で覆うたり、更に大規模に行う
にわ氣密にした室内、例えば瓦斯庫え虚理しようとするも
のを蓮び込ま匁ばなりません。鯵透藥割でわその必要勧詮

くなく、撒布しただけでも充分敷果があります。叉剥皮し
たり、掻識IIする危険や手間が一切省略棚来ると言う大きな

特職をもって居ります。

私わアメリカで疫用化されて居る藥割と同一虚労のも:の
を標準として之にD.D.T,B.H.C, トリクロール・ペッ

ゼン’，バラ・デイク戸一ル・ベンゾール、四鯉化炭素、機
械汕等を組合せて9種類の藥謝をつくりテストして兇まし
た｡この藥謝の混合比わ次の邇りであります。

1．白澄油942“,オルヅ，デイク戸一ル・
ベンゾール157cc(梼錐､比重0.88. F.P.5600

2．〃 942“，1，リクロール・ベンゼン157“2
F.P.68oC

3．〃 758“，オルヅ157“，1，リクロール15fc0,
F.P､60.5oC

4．〃 942“,オルソ144",D.D.皿､原末13邸、
<PPf1%MM) F.P、58oC

5．〃 942“,オルソ148cc,B.H.C9gF
〈γ0.5％位> F・P. 52°C

6．〃 722“,四鯉化炭素220co,(20%)F.P､52-C

7．〃 のみ F.P."oq
8．〃 942心バラデイクロール･ベンゾール1.57gr

F.p.50oC

9．〃 471“鋤戒油471“､オルツ157“
F･P｡"oC

註-F-P.副nShpoint引火黙
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中野：蜘皮焼却法に代る謬透剣の上手な使い方 I

詰果わ薄皮部でわ何れも充分な謬透力と殺患力とを示め

しましたが､特に3の藥測わ殺撤力の紬で最も優れて居る

巖に思われました。薬剤わ原液の茨上使用しま灸その量

"1000cm望懲り38ccで充分であります。この藥割わ白燈

油の諺透性を利用したものでありますから、絶對に水で稀

鐸することわ許されま鴬ん｡厚皮部､例えば樹皮の厚さ30
mm位の所で正規の倍量撒布しましてもz膓均20mm,位しか

鯵透しません。從つ誕殺蝿敵果わ0％となります。然し液

が樹皮面をどしどし流れる稽装に撒布した場合、その珍透

状態は第'岡の様謝皮の割目"所でわ可成よく鯵透しま
すが、厚皮部でわ矢張り溌暹が

不充分であります。從って録が第’圃藥割の謬透状態

制して效果的でありますが､林外で作業することがZ識の
問題としては可成多い事と考えられますので、この際にほ

晴天通風の日を避けるか、撒布した枝條で遥材を覆う様に

したいものであります。枝條等は上睡的皮力輔いも,のであ

りますから、之を更に覆うと言ふ必要わありません。雨天

は避けた方が良L,と思われますが、渥透速度は可成早いの

で縦布した後の降雨わ殺鍵力に大した影響わあり室せん。

伐根の虚理でその功礎を左右する霊要な因子わ各伐根間

の距離であり蓋説從って根の周邊の土壌や撒布の障碍物

を取除く人が､撒布する人を上手に誘導する必要があらま
す。

私の試瞼老わ1株営りの撒布時間は20～85秒､zド均40

秒で極めて短時間でありましたが、伐根間の移動を加算し

て平均しますと約5分を要して居りますb伐根間の移動は

伐根間の艇剤耕でなく林内の障碍物、例えば荊鰊のある植

物,〔ノイパラ・サル子リイバラ等）がはびこって居たり、

宮シ涙や小潅木等の篤に伐根を發見1_難い場所等でわ、そ

の多寡が叉功径に可成影響します。この犠な場合伐倒と同
時に撒布するか､叉は被害末の計禮に砺接して撒布した方
力瀧奉的であ.ります。後者の場合被害木が草木的であった

り、日本のアカマツ林の様に小霞木が可成密に立って居る

林でわア〆リカ式に立木の梢端に向って撒布する事わ出来

ません｡從って勢い根際にだけ先に撒布しておいて遥制や

枝條わ塵理しやずい場所に集韻してから撒緬-ることにな

ります。

4． 噴霧器の性能

この熱'わ 第2圏

噴霧器を使つ

て撒布します

が、こ上で噴

霧器の性能に

ついて若干述

べるごとにし

ませう。

私が使用し

ましたのわタ

キイ式脊蕊型

自動噴霧器

（第2圏、嶌

眞）毛、容愛

約エ01〔礎敷

容額9.51)で

何回かハンド

ルを押して瞳

、

死んで潅かつたり､假死状態で

あっても後に蘇生す-る織な傾向

が観われました｡熱を撒布し
てから1日及び12圃擁過後調査

した場合をそれぞれ比較します

I

〈
一

｡晶噛
や止当

唾琳塗師

と、その殺鐡率にわ大差を認めませんでした。このことわ

この蕊馴の謬透が比較的早く:総ることを示凌して居ると思
われます。

この薬剤わ比重0‘9で、水より糟為輕くサラサラした油

割であります。噴霧した霧滴が目に入りますと多少し象た

り、手に附蒲しますと幾らか荒れた感じがしますから、風

下に立って撒布しない方力靭灘であります｡ﾉ主割に白燈油

逸使って居りますので引火性が一應懸念されるわけであり

ますが、開放式で測定した引火鮎は50～68oCで、比較的

引火職が低いので火氣わ厳重に禁じていた堂き度いと思い

ます。然し樹皮に撒布した後の所謂固髄引火黙わ測定して

居りませんが、撒布して届輯‘松の皮と比較し℃特に引火

しやすいとわ思われません。

この藥測の殺録敷果ほ溌透に依って支配され、鯵透はそ

の時の氣象條件や樹皮の厚さ、或いは薬剤の撒布量に依っ
て左右されます。

Ｆ

１

》

し

｝

■

（
〕

3， 使う場所と條件 ・

との薬剤は根叉は比較的皮の灘い枝條等に使った場合著

しい敷果を現わしますが、遥材の溌なものでも薄皮部なら

ば充分に使用することが出來まず。アカマツ等の厚皮部所

謂クロカワの部分は長さにして2m以下でありますので根

に近い一玉だけはジヨレン型の剥皮器で割目の見えなくな

る程度に剥皮して後に撒布する襟にしたいと思います。伐

根等でわ伐根面のｿ鍼厨の所に多少のすきまがありますの
で､こ上から鯵透させることと､撒布前に樹皮え鉈目を不規
則に入れて厭くことも良いと蹄づれまﾂ~bオ紗卜よりわ林丙

の方が風営りも弱いし＄太陽の直射も少く藥割の蒸發を抑

－〈24〕一
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中野；剥鹿焼却法に代る謬透割の上手な側､方

山でわ1本だけを使用する様にした方力瀧率的でありま

す｡ .ノーズルの先はネジ込象で取外せる嫌に成って居りき
すから、使用前に土や泥・塵壊等をよく掃除して液の出方

に無理のない様整備して置くことが肝要であります。叉ノ

ーズルの一部に亜錯引10番鐵線で鈎（ブック）を作って

おき、使用しない時には第2固の様に脊蕊の一部にがけて

おく厳にすれば故障を少くす馬ことが出来｡まず。傷みやす

い場所としては矢張りノーズルどコツ〃のパッキングで、

不獣の手入は勿論でありますが、作業前の黙稔力魂分でな

いと、思わ”失策を招きます。但し液を入沁過ぎた場合吸

氣口から液の漏れることがありますが､之は故障でわあり

ません。使用後の噴霧器は石鹸液で2回位充分に洗稚しま

す。石鹸液で洗礁しました後、水で1回以上すLいでおく

ことも忘れてば成りません。 。

力を充分にかけたならば建後わコックを閉きさえす-れば自

勤的に噴霧出来るものであ．ります。単位時間に撒布出來る

液量は時間の經過と共に急激に減少して参りますが、30秒

の撒布瞳を1分經過する毎に1I促してグラブにしますと第
3園の様であります。

開放し 第3間

＃
３第

、
I’ 1

，9排

判'一－て9．51

の液を撒

布し識す

時間は25

分(貧測

値24分

30秒）で

液力翻れ

る直前30

秒の液蛍

は噴霧開

始直後と

比べて半

分量以下

でありま

す。從つ

｜＃
＃・岬．

－辮鋤
"溺

愛鱒
一イし

｜’

’[1
I

《 ’撒
布
液
蛍

Ｉ
「
八

毛

罵

250

＝

●

撒布量の定め方

準術すべき蕊割の錘Qを求めるには次の計算式によりま

す。

Q=斑xAxD=38×命-xAxD(c;)
班･…･･･造材の1玉當zIs均藥潮撒布髄

A.….･平均遥材玉戯

D･･…･･被害本数

S･･…･遥材1玉當zI輯表面稜

表面職は元口穰、末口径､材長に依って計算できますが、

その式は嫉頂画錐憩の展開式で腫分的に求めます。

S="(d+dl)1 d…元口煙bdﾉ･‘末口礎,1･･･材長

20U

’
』r

ロ

5 7ノ ⑨

經過時間
■

て樹皮面に撒布する場合、この遥のことを充分承知して居

て撒布時間を適琵里長していた唇く必璽§あります。

睡力を充分にした時の5秒間の撒布量は38ccであり童

すが、1000cm2に充分漢郵を撒緬-る爲には睡力を充分に

した時で5秒を要しますので1000cm2雷りの藥測の使用

鐙は38ccと言うことになります。

液を瀧度に鍵鼠した場合のi幽霧器の蕊職は約151屯（空

重量6.5kg)で、撒布を受持つ人夫は餘程頑強な人か、そ

うでなければ2人宛組んで交替に脊負う嫌にした方が良い

と思われます。ノ･－ズルは左右に2本取付けられま”§、

撒布液量(M)早見表
g

私は帯醇の手間を省き、遥材の職理に役立たせるために

次の早見表を作製してみました。
二
一

早見表（造材用）

壺TZ"Lr
慨‘｜エ鰯｜ ユ0,‘996

907 978 1074
798 861 9“
883 958 1050
777 843 924

己 一一一

第1表液量(cc,gr)

盲Ja16 1

1
716 787
630 1 693

692 764
609 672

668 736
6481 ”！

－－

28

一
・
凸
Ｉ
Ｉ
Ｐ
‐
Ｉ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

１
１

14

’必
読
加
蛎
兜
詣
一

６
５
６
５
５
５

１

１

瀧
聴
殺

一
完
中
梢

一

滿
聴
殺

1193

1050

1169

1029

1145

1008

一

完
中
梢
一

’
１
１

１
１
’

〃

選びます。
表の使い方 一 この標準木について質測叉は目測に依って次の瀦元を求

被害地を調査して被害木のzlz均直狸・zI畠均樹高や本數が めます･
測った際、同時に平均直径ど平均樹潤に最も近L､標準木を 1本の標準木からとれる何本がの鐙材･の内、zIﾐ均の大き

・一（25〕一
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中野：剥皮焼却法に代為謬透剤の上手な使L､方

さをもつ繼材についてその元口樫(d)と末口径(di)、鑑材

〈材長2m)の玉數(A'

《1-d'の値が20m以下のものを完滿、2--3cnlのものを

中購､3cm以上のものを樋遥と.しますb

第4圃平均の大きさをもつ鋤の取り方

筒私は家の職な概猟法を考案中でありますが、之につい

てわ今少し嬢討と資験を重ねる必要があるかと思いますb

御参考までにその機想の-端を御紹介しませう。

圖の綴に太さの茨ちまちな枝を 第5闘 ・

輪に並べたと假定してその輪の半枝條撒布堂決定法

煙をrl枝のzIs均直盛をd"その本

澱をAとしますと､.その間の關係
式は理論的に次の様になります。

dA
r＝一一一一一

2元

この式に依って標準木の樹冠量

d
をrにおき替え、次にr+一一を西におき替え、次にr十一rを

表によって‘元同題”と“形欣”との交黙にある数字を

もとめ、之に造材の玉数と被害本数を掛ければ求める液鐙

となりますも

ヨ銑1．の場合には直接この表によって簡蝿に液鐙力球めら

れますが､伐根や枝條はその形状が77親則な爲挺簡軍な計

算式によることは出来ません。伐根の場合資戯の結果から

推定して表中の数字の約!/5量が伐根狸に相當した液量と

考え､Tご差支えないと思われます。

枝條の場合わ箪木毎に樹冠の大きさ瀧異って居りますの

で､爺ぐ数字的に把握出来雛懇まず｡然し穿孔鍛類の寄生

するのは枝の樹皮下で、葉に寄生わしませんので、葉の鐙

に幻惑されず、枝だけを東にしてその蛍から慨鰍する他は
ないと思います。

kめら 元口樫として前掲の表

鼠な計 の塑謹の欄の欺値を適用します。
長から 、正I陥な数字を知るにはこの計算をしますが、元來この式

度量と そのものが概算値を求めるためのものでありますので､私
・ わ第’表えrを代入して第2表の綴職早見表を作製しまし

撹すの たol樹冠の枝數が30本以上のものについてわ枝の本数

，寄生 を'んにして表をひき､求められた液量を2倍します｡この
壜の鐙 表でわ枝の長さは平均2mとしてありますの‘で､zI量均した

5仙は 枝の長さが2mでない場合にわ適宜加減していた曾きます
例えばZI塁均して1.5mであれば表の液量を3A倍します。

液量早見表‘枝條用）

〈
』

海

兵

●

第2表

’． ‘4

－

'!:M:IM:
199

篭|鑿175

2991 368 ’ 400
2‘3 ヨ23 1 35‘
讓溌| 598
‘“ §981蓑
388’ 526 6鞭

598 736 883

1"，”，526

割
299

「”8 10
p

l4 16

■
■
■
Ｕ
０
Ｇ
Ｄ
■
０
１
１
１
１
Ｉ
Ｄ
餌
０
８
９
４
０
１
１
０

、26、26’ 22 24

334 334
293 293

668 736
578 647

958 1050
848 924

336 1472
175 1295

622 1766
427 1554

916 2100
686 1848

334
293

668
578

958
848

28 30

概

1336
1175

11622
1427

1916
1686

]99
175

245
215

223
196

299
263

598
526

883
777

1196
1052

1釘2
1295

1766
1554

299
263

598
526

8u
713

1050
924

1472
1295

1622
1427

368
323

736
647

1145
1007

1472
1295

1916
1686

229O
20I5

406 406
359 357

811 883
713 777

1196 1336
ｴ052 1175

1622 1766
皿27 1554

1916 2100
1686 1848

2433 2649
2141 2331

2

334
263 293

400 479
352 421

598 668
526 578

736 811
6鞭 713

811
713

368
323

6
598
526

406
357

479
421

4

668
578

736
647

6

ｂ

８
０
２
ｌ

１
１
’

１ 一
望

811
713

883

777

958
843

1050

924

認'蹄|脇
Ⅱ

し

ぬ

ｂ

1472
1295

1145
1007

1336

1175

の原侭の他に罐代・荷遥材料代｡荷踏運賃等一切の諸掛り

を含めてあります。從って現場到着の値段と見て差支えあ

りません。噴霧器わ1蕊市慨6000画位を要し茨すが、1

5．經費の見透 ，

溌透薬剤に依る方法と従来の人力に依る方法との經識の

比較わ第3表の邇りであります。この表の丙、剥皮焼却法
の盗料わ刺1戸誉林署の提供を受けました。藥割に依る方法

篭あれば可成長期に使用出來茨すので減債償却蜜わ見て居
りません。

の蓑料わ藥翻力江業化されて居り毒せんので私の推定した トリ〃戸一ル・ベンゼンわ御承知の祷にB.H.Cのア成
ものでありますが、撒布や土壌除去の功程わ萩逵の行った 分を高める際高峰物として生成されますので、その原侭わ
試験から概算しました。 比較的低廉となる見謹みであります｡主剰の白燈油わ従来

，蕊劉の環価kg徴り100圓と.膿定しました閥にわ､藥鋤 特需賓材としてを心使用制限を受けて居り寮すが、今後の

－．一<26〕－



中野：剥皮瀞;I職に代る鯵透割の上手な使い方 ■一一一一一一一一

シ

に剥皮が困難で殆んど不可能に五い伐根と枝條の虚塑に對
してこの灘譜Iを使うことに脇してわ､私がそのoriginaliW

をもつ浜居ります。

現在、私わこの謬透藥割をどの様な形で一般に普及させ
るかについて、次の嫌な見解をもって居ります。

この藥湖わ別に危瞼を伴うことわありませんが、園家的
に重要な醤識を畷除する篤とわ言え、筑鍾な黄源の一脅陛
可成大量に使用するのであり茨すから、その地域わ出来る
だけ別通園に止め度いと思います。先づ鯵透藥測撒布指定
地域を定珍、その指定地域丙に模範的な撒布畷域を設け、
現地講習に依って撒布員を義成します｡撒布員にわ菟状を
輿え､重大な過失に依つそ蝿するものとします｡叉撒布
員力;撒布補助員を使りことわ勿論認めますが､補助員に關
する一切の責任を附怖員に負わせます。

現在､岡山縣でわ地方事務所丙に國螢松喰録防除事業所
を設け､期限丙に所定の虚理を完了出來ない民有林に對し
･匡國家が防除を代行する制度をとって居りますが､この薬
剤わむしろこの穰な場合に使う可きかと考えて居ります。
ブアーニス氏の鋤皆に依りますと、日本でわ鋳側力が餘つ

･て居るから人力に依證防除法、即ち剥皮饒却法の方が良い
と識つれて居りますが，日本の私有林わ農家が不時の入毅
にそなえて後生大事にその山をもって居ると言った形のも
のが大部分であり、多くの場合防除時期と農繁期とが重熊
るから、必ずしも勢働力わ餘らないことになります。叉失

業者力誼按民有林の所有者と結びつくことわ日氷の現状で
わ到底出來ない:ことでありますから、農閑期の極く僅かの
期間に尹艮早く行える作業能率の良い方法力哩まれること
わ勿論であります。

以上の嫌に考えて参りますとこの蕊測のもつ意義わ櫛め
て承大であることが判ると思います。私わこの新し､按砺
が正しく使用され為ことを希望してやまないのであります
が私の解説がいくらかでも御参考になりましたならば幸
甚であります。

最後にアメリカに於ける棚食錘躯除の現況について御数
示下さいました恩師小島俊文先生に對し筵厚く御禮申上げ

● ・

燗錐します。

〔附記〕木藥割の虚方についてわ三共製薬曾斌から特許
孤願中であり、他者の模倣わ許されませんから購入希望

渚わ滋賀騨洲郡野洲町大字野洲､三共桃式曾祗野洲III

第3表伐根虚理に要する經裁の比較
召

’
剥皮焼却
虚理法

一

1人1日100株
250画

〃

1人1日6株
360間

０
０

５
５

●
●２
２一

一
ｍ
㈹
４

０
ａ
２

６
１

ー

25.00

1

」

ー

､見透としても必らずしも樂観を許せません。機城油を混合
したものわ粘稠度力稿く、その爲噴霧欣態わ悪いので、そ

の混合比を白燈油と等量以上にずあことわ經謎の黙で暇り ‐

に良いとしても避けたいと考えて居ります。

’ 6． との藥測を使う時の注意

1． 生立木に撒布しますとその木は枯れてしまい-ます･

絶對に撒布しない職御注意~ドさい。

2． 人畜に無害でありますが、飲むことわ出来ません。
叉目に霧滴が入りますと多少しみたり、手に附蒲し議すと
荒れた感じがしますので撒布の際風下に立ったり、ノーズ
ルを上に向けて撒布してわなりません。

3．引火黙ｶﾐ比較的低いので火氣には特に注意していた

だきたいと思いますb炎天下に放置したり、たきびの傍に
容器を置かない様にし七いた鱈きます。 、

4．造材や枝條に撒布す為には成る可く小集材を行って
からにした方が藥謝の無駄が少くて經濟的であります。

5．晴天弧風の日は效力力謡し〈低Fし極めて不經濟で
ありますから避けたいと思います。若し已むを得ない時で
も撒布した後枝條や麺-ふシロ〕等で覆って置くことが肝要
であります。

6． 雨天わ避けた方がよろしいが、撒布後の降雨わ差支
えません。叉私わ降雲後伐根と澄材に試験して共に蝿峻的
良好の成績を得ました｡．

“

一一」

▲

一
一

羊

】

7．むすび

以上機喚銀の防除法として新しく浮び上った謬透藥捌の’
使い方について氣のついた熟を述ぺましたが，この薬測の
丙1､リクロール・ペン:ゼンに關Lてわ三共製薬野洲川工場
研究課長健谷博士に負う所が勢､ことをつけ加えて置きま
う-．皮を剥いで境く手間に代えてこの藥謝を使うこと、特

工場宛御問合せ下さい。

－~､ダジツ､ヂヅやへ一ダッーニーーー一一ター

原稿募
皇嘗､~…､~…～一一--.劃--雷？"､-,~､~一一～～～ｰ
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害鍾躯隙掌隻中からDDTを撒
布する試験がアメリカで行はれた

記事がJburnalofForeStryVO1.

".No､10.に載って居るので亥

に紹介する。

”43年U､S.昆鋤司及糎肋瞼

使用機種は穆鯛後(Irravelaire

4000）と縁リコブター(Bell47
B-3)で､雨機共藥濟l撒布装置は

同一でポンプで撒布する職タンク

を取付けてある。

タンクは飛行機では座際瘍の前
査局は、オンゴン州林謝司とU.S 牧 樵

山耐司及キンヅラ、パインミル画吐協力の下に、オレゴン

州､ヘプナー附近に於て飛行機やヘリコプターに依りDD

《rを撒布し善患sprucebudworm(Archips .filniferaml
Olem)を耀除する試験を行った。

被害面強は、東部オレゴ.ﾝ州、約4200エーカー、東部

オレゴン、，ワシンドン耐ﾄlに於けるDouglagfir混交林の

國有林及キンヅラ､パインミル曾職所有林15,000,000エー

カー・西部オレゴン州のDougIRSfir巨木地帯100,000=

ーカー､で雨州に於ける被碧は甚大なるものがあった。之よ

り･先1945～鐙年該営局はニューヨークと東部カナ〆に於て

同様の試験を賞行したが､その綜深､次の如き識事項が明
かになった。

1. budWormに對してはDDTの油溶液力錘盈の鮎

で乳濁液や懸濁液より望ましく､前者は魚類に大害がああ
し、後者は溶液の撒布装遜の故障をさける爲使用直前に混

合するを必要とする。

2. blldWormの繁殖脚上に使用する爲峯中よ・り撒布す
る油溶液ぱ1エー釣一意り燃料油1ガロンにDDT1ポン

ドの配劉で充分である。

3．天候は藥割撒布に塗な影響を有する。

蕊珊姉は幼鍛が樹木の外部にあって､食葉して居る
2～3週間位力撮も幾果的であるO'

1948年に供試された試溌地は鐵高4000-4500ft.John

DayRiverの水源地の北部､Smalh鷲eekの東､SPray=

Heppner l'ighl卿の西に亘る臘沐地帯で、160,000エー

カーに及ぶ被害の鐙大な睡或であった。
此の高地の謝飛は、fir&ponderoSapineの二桜混交

林であるが、中でもDouglaSfi瓦と啄andfrは殿書を受
け易く、商品的側直を有するﾎ粉は、誤池域の約20％以〆
上を占めて居る。

藥割撒布試験には､此等の試験地を撒布地350エーカー
12個所と無撒布地2個所に分割した。

撒布厘域は、被害の最も激甚なfir-ype麓域と一致させ
る橇に4角形とし、腫域の四隅には境界木として100～。
‐…－‐'可'ﾝ垣~し、睦…し函胸‘一Kふと”T､/I､こしし4W～。

部に据付け水柵は下翼全長に豆っ

て居る。ヘリコフ･ターは2駁所に分け操縦者席の背後に装
置されて居る。藥剛の撒布は、飛行機は風力、ヘリコフ･タ

ーは發動力に依る遠心力ポンプで行ふ･ ．

適應量の職出口を有すれば、1時380マイル〔ヘリコプ
タ豆は1時59マイル）の法正速力で、1エーカー富り］ガ

画ンの薬液を噴霧する.事が出來る。搭載限度は飛行機は
75カロン（ヘリコプターは35ガロン)。

撤布時ば一般に無風の早朝に限られる。

風力｡6マイル／時に及べば敷果がなく、漂度も高くない

方がよい。撒布の方向、路線は地形に左右されるので大部
分パイロットの裁獄に委ねられる。

飛行機に於ては、1ポンド溌液の場合132ft間隔のz驍行
線で2ポンド溶液の場合は、66ft間隔。ヘリコプダーに於
ては'んポンド溶液で140ft間隔｡撒布高度は一般に樹冠上

第 1 表

薬剤撒布時に於ける幼織の發生状態
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，29日 1 25 71 3
30日 0 8 30 62

30日，7月1日 0 3 29 68

|'扇1． ．．| \ | ;:｜，；: 口1，2日 0 2
－

25-50ftである。空中爲眞叉は宝中富眞に依る地圖は地

域を定め、叉は空中及地上の配置員を決めるに役立つもの

140ftの樹木叉は岩石にペンキを塗り目標とし、ペシキ鰹 である。搭敏個所と撒布醗或間の逼鶏には輕量ラジオが障
揮等を使用し薊室中より見える儀に樹冠に線を引いた。 大なる偉力を震軍して居る。
殺騒剛は燃料伽ガ戸ソに補助溶媒として1.2クオルツ 撒布蝉阻は非常にむづかしく幼銀發生)伏態との關孫は第

の瀦眺素と、1ポンドのDDTを溶解したものである。 1表の邇りである。
～

－〔28〕－
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、

アメリカでDDTの塞中撒布

撒布敷果は各地瞳の對角線に浩ふ10本の標準木から落

､門~ら幼懸の採取により測定する。此等の，線は長さ50～

'00チェーンに並び､標準木間の距離は5へ孔0チェーン、

標準木は樹冠密に亡て害銀の繁殖大なるものを鐸ぴ､採集
箱は布製で3ft幅のものを使用する。

幼錘の死骸数が最小になる時は踊化の直前であり、その

時期を見計らって標準木を伐採し、生残りのもの及日為の

綱査濟以外の残餘死骸數を採集箱により測定する。

殺姦に開する結果は鐘の全戯と死骸数から測定し第2表

の通りである。

飛行機に依るDDT1準ンド溶液を用ひた3ケ所zI堂均の

殺銀率は99.6％最も成績の不良個所は95.2％絶減せるも

のは22木。2ポンド溶液使用3ケ所zIE均99.5%最悪個所

は93.7％で30木中17木の分は絶滅、ヘリコプターに依る

溺合は、1ポンド溶液使用5ケ所は飛行磯の場合より不良

で、夕方行はれた1ケ所は91.2％他の4ケ所は98.3％、

第2表藥湖撒布試職成績表

’ 。 漂準木，本鴬，平

本

平

一

’

|噸’
140 ．

70

撒布方法
並1エーカー営り
薬剤調合法

(DDT・談ソビ叉は
溶液カロン数〕

ヘリコプター

’ん

1

一

１水準標
一
日

均幼鐘數

越｜ 計撒布期 ’’ 醗除率死滅鐡敷

6月26日 1,641 3，530

22日 479

蝋’23日 ］､07 、

208 7,401 ’
24，25日 224 8，516

25H 26 ､ 12,065
●

""r;; 』蓋；
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7月1,2月 65 7，013 1
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之等の内交叉撒布を行った2ケ所は98.6％、他の2黙は

f.9.9%、4ケ所中最悪個所は87.0%で40水中4禾力蝿の

絶滅を見たの承である。

併し蟻が虫の死腰を運んだり、採集頼力鋤物に依り書は

れたりする結果､本試験の結果は多少過少と見るべきであ

るが淌重要燕事は1ケ所を除き撒布腫域の残存識の70％

は運動不能で食事の購れない小幼鐘であった事である。

之れは第2表に於て自然死の影響を含まない頚と祁殺3‐

るとも云へる。

I 蕊割撒布逼域と不撒布腫域との比較結果は、著しき懸隔
を見､撒布1鼠域の樹木特にDoug]asfirは撒布後直ちに絲

化じ、不撒布逼域の樹木は樹葉赤化し、荒藤の鯛目を呈し

つLあり。

未試嶮の結論として薬剤の調合は1ポンド溶惣温良で

撒布時期は幼騒が活溌に食紫中の時期力張もよく、撒布能

率は地形上の制限を受けない虚に於ては飛行磯がヘリコプ

ダニより良好なる結果を得た蝋等を學げる事が鯛來る。
一一一～ 苧

（22頁より）・窪にも寄與しうる次第であり、薪淡林施

業には揮伐の方式をとり入れて行くことは、吾國に於ける

謝求の現状に鑑み最も肝要なこと上思われる。木縣に於て

も其の必要性を認識し時山部落を訪れる人奇も少沈らず、
喜ぶべき薮嫁である。 〔1951年5月10日記）

（追記）

詳細については各種の圃表及篇眞等を附し近く岐阜縣山

林協會より｢山だけで生きる近代的薪炭林澤伐施業の責際』

なる書名を以て發刊の豫走であるから今回は概説する雁止
めた次第である。

イ

-429)一一
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を識ずることとなり．專間書の出版に開する委員曾を設け

ることになった。

4． タイプ、スペシメンの保存活用侭ついて政府に申入

れることになった。タイプ．、ス毎｡シメンは、生物の種類の

基準にな馬もので、學術上度鑓衡の原器に準ずる薫要性が

あるが､その確資な保存はわが園學會の國喋的責任である

のに謬現在はなはだ不瀧足な状態にあるので、政府が．こ

れに對して連かに適臘な施策を老える様に要望した。

この生物のタイプ、スペシメン（化石を含む〕はわが國

にあるものに對しては、從來一貫した保存整備の方簸力識

・ぜられていなかったpそれでその破損散逸を防ぎ、活用を

圓滑にするため．次の様なことが考えられている。

（孔)調査(種類､著者名、發表個虚､産地、個欺､保存

状況、所在、所有者または管理者､關係文献等）目録の作

成頒布、年報の刊行､嶌眞および模型の製作

(b)收職施設の整備、寄託移餓等保存上の勧告

(c)園内およひﾘﾉﾄ園との交換あっせん

(d)これらのための委員會組識の樹立等

しかし關係學會力誰んでこれらのことに蒲手し難い現状

であるからタイプ、スペシヌン保存事業の基礎を確立する

ために政府がこれに必要な經斐を支出する嫌要望している

5．アえり力のフルプライト法をわが國にも適用するよ

う政府に申入れる。

アメリカではフルプライト法によって、各國に典えた不

用軍需品の喪挑金額1億4千萬ドルに相當する金額を基と

して20カ年に亘って、外國と大學教授、學者、學生を交換

することが可能になり、既に10力國がこれを行っている。

わが國でも速かにこのことが行われるよう、政府で穣極的

な措置を識ずる稼申入れることに震つに。

この法は1946年8月1日から施行されているものであ

って、第2次大戦終了償時.米國軍需物蓑は世界の餐國に

滞貨していたが､米國はそのうちの不用品中．その國の復
興に役立つものをそめ図に梯いさげることになり、その錦
下金額の中から前記の金額を使用することになっている。

この方法によると

(a)この麺典のたぬに薪たにドルを使わないこと力張本

原則になつ､'af､る°

(b.)米國から招請をうけて教授に赴く大學教授、奨學金

を得て研究に赴く學者および留學生に對し、米國までの

'往復旅識が支給される（日本では圓）

(c)米國の學生がその國の大學院學生となった場合に生

活費、宿料､仕度料、旋費等が支給される(日本では圓）

(d>米國の大學教授､學者が、その園の大學､研究所で
教授、または研究する場合には、俸給、生活費､激授用
品の費用等が支給される（日本では圓）

－－ 一 ■一旬一

學術會議だより
'口一一一

原田 泰

日本躍術鯨蕊では、5月26日から28日まで3日間にわ

たり､第'0回總會が職勤れ､第'日は鹸山曾長の經過報
告､第1部より第7部の各部の報告．各委員會の活動状況

についての委員長の報告などが行われ、第2臼には各部曾

が開かれ、28日に總曾で審議決定された主なることは次の

様なものである。

1．學土院會員の絞員13名をこの次の總會で選緊して

補充すること』その定員は幾學2名、文學2名、法學1名

經濟學1名、理學2名、工學2名、鶴壌3名である。

なお日本學士院の分科の種類およびその定員は次の通り

となった。

第1部

第1分科(女學､哲學､史學） 30名

第2分科（法律學,政治學） 、 24名

第3分科鯉濟學、商學） 16名

第2部 ・

第l4分科(迦學) 35名
第5分科〔工函． 15名

鏑6分科(挫學） ． 10名
第7分科〈鰐學､歯學、藥學） 20名

と定められているが（日本學士院瀞瞬髭第'項)とのう
夕

・ら

第4分科(理學） 31名

第5分科（工學） 17名

第6分科(農學） ， 12名

に修正されて､その補鉄が前記の様に'0月?總曾で補充
されることになるのである。 ‘

2．學問の健全な發逵と、その正しい普及において､國

語、國學の問題がきわあて密接な關係をもっているので、

“臓議はこの學間にとって本質的な問題の重要性を認め

て、この問題の正しい解決をめざし、既存の穫淵である國

欝鰯讓霧鑿震裳藻､鱒織贈
について」の臨時委員曾を設けることになった。

3．現在出版界における専間學術書の出版は、甚だしく

困難を極めている。また印刷淵遮が少いたあに高償になり

勝ちであって、科學技術者瀧雌入fするにも蠕踏されるとき

も多いので、このまま放置すれば學砺譜の出版は危溌に瀕

するおそれがある。この情勢を打開するたあ、適営の措置

《
》

つ

心

《
〕

ー－－－－－

<筆者・學術曾議曾員）

→－

一<30〕－、



司

原田：學術會議だよ り
－

－

終って各講師の詳細なしかも親切な講調腹びに研究態度

發調陵式等について瀧意があり、研究成嶺の順位に審査員

の探黙により入徴者を決定して曾長より後日發表の上授賞

することになり最後に津田曾長の拶挨があり聴衆に多汰な

示変を與えて有意義な發表會を終った。

蟻日發表の研究題目及び要旨と研究者の氏名は次＠通り

研究題目 研究者

◎土質力學よりみたる山地治山施設櫻井矩男

工事について 縣林務課治山係．

、 東大林學科昭13年

山地治山施設工事瀦行句場合において土質調査の重要性

を論じこの力學的考察を試ゑた

◎中頚城郡の森林植生について 今井充政

（木本植物腫系の調査について）中頚城地方事務所林務

諜鳥取盤專林科昭21年〆

中頚城郡下の植生調査を行って生態學的瞼討を試みた
◎三島郡寺泊地内に鈴ける 小池 正

アカマツの山引苗使用遥林三古地方事務所林務課長
の一考察 加茂農林林科昭8年

阪田恒義

三古地方事務所林務課
加茂農観科昭15年

三島郡寺泊地内はアカマツの天然圭苗を堀取ってこれを
人工植栽しているがこの林の成績がよいので苗畑の人工
植栽林とその生長状況を比絞した

◎牧野<主として採草地)の改良に 小池虎夫
．ついて 東頚城地方勤職所林務課長

加茂耀林林科昭8年
採草地においてネム、ハンノキ、トケナシーセアカシヤ
を植栽した場合の草の生産力の墹加を論じこの仕立方を

、研究した
◎繊則による森林測鐡衡施 ・ 米山定雄

報告 縣林務課施業計鐙係
宇都宮農專林稗I召迦年

施業案綱成において航測による場合と愛測による場合の
精度勢跡撫費糎ついて比較を行った

◎植栽苗木の枯損原因について 駒林籏一

縣林務課遥紳係長
、 台北大學潤ﾎ専門部昭13年

昭和24年秋職後せるすぎ苗の沽損が多かったのでこの原
因の探究を試染た

◎本縣におけ番統計上よりみたる 高橋 勉
林産物生産推移の一考察 縣林務課施業計謹係長

岐阜農專林科昭11年

昭和21年度以降の本縣極おけるIﾖ銀券の發行高と粗材
製材の生産筒との關係について統祁§橡討を試ゑた

◎薪淡林施業改善の一方法 涛 義次
縣林務課研究普及係

經誉S.P.
加茂農林林秤咽10年

・薪炭林の施業を改善することによる收礎の墹加と改善方
法について論じた

<e)従って、日本人には、置撰には(b)の事項力電用さ

れることになる。

6．科學普及委員曾から自然博物館設立についての提議

があり、また科學サーヴィス、センタ‘－の設立準備委員曾

を設けることになった。これは一般の國民生活とくに青少

年、中小學教師に正しい科學的な考え方を普及し向上させ

るために民間で科學サーヴィス、センターを設立するもの

で、準備會は科學普及委員會を中核とし、ゆくゆくはサー

ウイス、セjンターは濁立させて十分活動させる意向である

7．その他新たに全會員が､知能を集めて、國家的な科
學技術研究魁制や科學政紫を討論し、蛮際問題に反映させ

る全魁會議を開くことを決議した。この全麓曾議は總會ご

とに問題を決め、第1回は來る10月161ﾖから4日間行わ

へれる第11回總會で開かれることに鮪:つた。

8．昭和26年度の各地方麗曾議計誰は次の通りになっ

ている。

5月4日～6日山口縣下松市(中國、四園地方甑）

6月26日～27日静岡市（中部地方瞳）
雪

〃月30日 盛岡市(東北地方瞳）ムロョ

7月3日～6日室蘭およひ乳幌市（北海道地方随）
〃月15日 甲府市（關東地方唾）々

9月中～下旬山形市(東北地方随）

10月下旬 徳島市（中國、凹國地方唾）

長崎市（九州地方瞳）

n月初 京都市（近畿地方随）

〃月上旬 名古屋市（中部地方唾）

エ0月16日 總曾（鮪11回）

′ 〃17日 各部曾

〃月18日 總曾､各部會､各委員曾
〃 19日

F一

II 分會だより＃
、新潟縣分會で第二回研究發表倉

， 新潟縣の民有林の振興のたあその指導に努力しつつある

若きフオレスター達は事務に技術に寧日なき寸暇を利用し
て研究に努めその成果のみるべきもの力彰々あるが、さら

にお互に鋤瑳琢磨してその研究を深めるべく昨年3月林業
研究勘を組織して定期的に研究談表會を開催しているがそ

の第二回目の鍍表衝が5月10日新潟縣森榊蛤迩合曾會
議室で開催された開會定刻1塒前には一般曾員120名参集
津田聡林務課長､新潟大學三宅識師、同船引助教授､縣森
連大谷常務等の雰溌の下に下記9名の各研究者がそれぞれ

その研究結果を識演し曾員の質疑に答えて熱心に午後5時

まで繼演された。

』
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げられてい遥・外國書の無責任な焼直しでない黙でも新制

大學た於ける激料謹叉は参考書として誠に適切なる著述で

あるが､筒その應用の範悶から見れば林業技術者にも最新
最適のハンドブックとして推賞できる。筒蛇足ながら2，3

の私見を述ぺ改版の際考慮を煩はしたい。第1はハンドケ

ツクとしては材料表や歩掛表等の蚕料記載が少い憾承があ
るからこれを充蜜されたい。第2は同學者の便を計るため

に引用の文献を脚註等によって明かにしていただきたい。

第3は本雷の内容を更に充賞してその記述範圃を廣め迩代

林業の中核とも云ふべき蓮材工學なる新分野の確立にまで

發展されんことを望むものは照に罐者のみでないことを確、

信する。 （高知大學・禰田次郎）

追記本番ほ目下品切で再版準備中である

1

加藤誠平「林業土木學」定便450m

(A5剣・339g･産業圃蜜株式曾祉版･昭和26年4月刊)

森林土木學或ひは*鐸土木學に開する我が関の文献は古
くは石丸文雄氏の隣紘土ｵ達I蟻全割（全4総)､持田軍

十郎氏の「森林土木學」あり、近くは中村諸市氏の隙林
工學」〈全2総)､田中第二氏の「森木土木(林道の設計)J

叉は西垣博ﾆﾋの｢林環計法j等がある｡前三者は森林土
木學の良き指導書であったが、既に記述は古く且つ絶版と
なっている｡､後者は林道の設計侭主眼を濯ぐ溌用書であ

る。筆著も荻原博士との共著書恥防工事及び林劃に於‘

て運材の機湖上を目しての記述を行った力堤も賞用に主眼

を置いた。從って筆者も林業土木學の斬らしい艘系付けと

詳細な理論探究と加えて森林作業の機械化を提唱する新著
の出現を待望して止まなかったのである。時恰も同學の先

卦馴Ⅱ藤誠平氏の新著を手にして錐識の念願がこの一書に於
て充足せられているのを見て大いなる喜びを禁じ得ない。

内容を通蕊するに。第1章總談に於ては蓮材施設の合理的

な綜合計謹に對する数理的な算出法を論じ、第2章は滑踏

鋼ｵの解説と理論を述べる。第3章は本謹の主要なる部門
を爲すもので､林道の種類､林道蓮材の理論､林道の椎遥

及び工事方法並に林道の設計法に就いて記し、從來の林道

が専ら牛馬車道を對象としてゐるのに反して蓉者はトラッ

ク叉はトラクターその他磯城力の利用に主眼を髄き新時代

に即應する澗黙から説明された黙に特徴を見る。第4章に
於ては銅ﾎ鐡這及び森林i脆菖につき、第5章の地面索道と

共にその理論と言陣法を述べる｡第6章は架空索道に就い

てその理論計算法を述ぺ､著者のオリヂナ，テイ餅脇す ・
るもの以外仁我が園及び欧米の著名な研究結果を引用され

一新刊皇一
林業技術叢書

節9輯片山佐叉油桐と桐油償鵠臘単

鍵議罐蘇麓鰹騨唖&磯
林畢生の好参考書

第'0職餓塚雛魚附林の研究鴨喋而瀞
著書の少ない魚附林について、各方面から考察し
その職猿を傾け筒魚附林に附随する猟場の資態洲
査表をも含ませてある、關係方面の型謹の書

林業技術シリーズ

斑｡､23四手井･高橋積雪と森林學習：
・ 積雪の原因、分布性質、氣象因薪等より書起し、

森林に典ぞ、る影響から林木の雪害防除法を經て雪
害防除林に柊る。著者等の熾重な役験結果を基と
しで林業技術者向に書下してある。

No. 25 日高義寅まつけむし慨60画〒6図
著者の繼験した貴重な資地鍵料に韮心､てまつけむ
しの蕊除法を説き特に天敵イザリア菌とク画マユ

蜂の利用法の著述は類書中の腫巻である。

画｡26小出博山地の荒藤と地質箪響樹
箪に地質や岩泊の知識を得る爲ならﾙ､くらでも参
考書はある、併しそれ丈では山地の荒駿の問題に
は役に立たない、そこで地磁や岩石のどのような

・ 黙をとらえれば山地荒暖の問題に役立つかと云ふ
事を明らかにする馬に極く簡箪な入門書としてこ
の小冊子が出來たの‘であると著者は云って居る。
色刷の地圃の外に嶽腫13葉を掲げてある。

林業解説シリーズ

第37輯加留部善次なら材の在り方箪淵
木材利用の合理化が叫ばれて居る折柄、北方林厳

’ ‐紫樹の王座を占珍るナラ材の利用習慨と加工の將
來性について蕃者の持論を弧調した随筆

日 林協一

《
一

寺

副竺

０

作
Ｌ
曲

｝
一
望

ている。第7章は橋梁を論じ、木橋以外に鐵筋コンクリー

ト橋並に吊橋に就いでも記述し、設計理論以外に簡易なる

闘表や総遥闘をも示して計算に便じられている。第8章ぽ
勝木場について概説し、第9章に於ては集材機及び鐵索集

材について述べている。之は從來の林林土木には包含され
迩馳である。附表として内外の参考文献を廣く縦羅掲示し

叉林道設計計霊圖表を掲げている。要ﾗｰるに本懇は在来の
激科調の如く羅列的歪なく、林業土木中眞に必要なる部門
について重鋤的に取上げ理論と應用を詳細に記述して全臘

として我國林業の質精に適するような新しい魁系が作り上

2）一－〔3
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I

日以降

特別會員繍爵周隼記…に御綴養を得て次の”轄別薑員として”…れに(‘月’
氏 名 住 所 取扱木支部分雲名

丸紅合餐會献伊藤謙三 大阪耐上蹴堂島演通一丁目20 滋賀縣分曾
塚本市藏 京都市上京腫下切通河原町西入 〃
興國人絹パルプ燐式衝就遊督出張所永原義治寵井縣敦賀市北津内 〃
塚本市藏

興國人絹パルプ株式爾融滋賀出張所永原義治
苫小牧鯉紙株式會斌苫小牧支載山林總部
國錐パルプ株式徹祉札幌支店木材部

北日本製紙株式勧就山林部

松岡木材産業株式箇斌

岩本林産工業株式曾吐
昭和木材有限會杜代表取締役筒綴喜七

日本パルフエ業妹式曾献

千莱縣林道協衝愈鍵擬藤万静雄

青木重夫

新井肱四郎
組合長講藤酉之助

日本木材興業株式曾戯取締役職長宮川武

石原薫股

彌藤一久

高村經雄
日野隆司

山梨縣森*蜘合連合會

山梨縣恩賜林協曾

札

部
曾
部
會
會
會

分
分
分
分

支

〃
〃
率
〃
〃
縣
縣
〃
〃
〃
〃
〃
〃
勿
縣
〃

幌

海
梨
葉
木

苫小牧市

札幌市南九條西七丁目

北海道江別町
旭川市近女町十Lrr目

北見闘繩走郡津別町
北海這旭川市二條二二丁目

東京都千代田随一ノー

千紫市長洲町一丁目1

栃木縣那須郡高林村

栃木縣那須郡烏山町88

栃木縣那須郡黒羽町大字黒羽田町

栃木縣那須郡黒磯町

栃木僻上都賀郡項大芦村
栃木僻上都賀郡日光町

栃木縣上都徴郡落合村大字長細17
栃木縣那須郡黒磯可
甲府市富士見町19

甲府市山梨縣聴林務部内

北

伽
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

本
千
栃

625

I 90ノ1

山

サ

リ

甲府市橘町1ノ14

小倉市大正町一丁目
禰岡市長演町一丁目3ノ3
編岡市石鞍町三丁.目3
禰岡市長演町一丁目
磯鳥市北佐古町五丁目

徳島縣阿波郡柿島村
挫島市かちどき橘邇一丁目23

山梨治山協會曾長石原徳榮

殺谷禧十

露岡縣森林組合聯合曾
禰岡合板株式會耐上

禰岡縣山林種苗組合迩合曹
長尾産業株式曾赴長尾鱒藏

手束平三郎
徳島縣森林蛤連合曾曾長理事大久保甚七

〃

輻岡縣分會
〃

〃

〃

徳島豚分曾
〃

〃

一
一
一

編集室より

△懸案の森林法も遂にケリがついて中央、地方を通じて林

業界はほっと一息と言うところ、さて愈為之から蛮施の段

取りとなる鐸であるが關係者の準備業務は容易なことでは

なからうと察せられる△西垣先生の総別講座億先生の御邸

合で本號も休載、御期待の向には申課なし△三回に頁つた

中山氏のアメリカの施業案は本號を以て終了、次號には尾

崎氏課唖.V.Aの林業を紹介の識姪△何回も言ふことだ

が曾員から本誌をもつと活用して頂く方法はないものだら

うか､本誌を最も親しみのあるものにするために－會員

の藤にはどしどし投謹して下さい△1952年の林業手帳は新

瀧懇を以て近く編集に蒲手します。（松原記）

○9月4日術務理事會前11-後2峰於木曾松川理事長以

下、松原、中川、平野、小倉、吉田の各理辮出席し、本秋

蜜施諜定の30周年記念式典及び記念行辨その他本曾の曾

務蓮誉について協議した。

|騨 響”鴬1
（改題第20號・發行部数11,100部）

編集發行人松 原 茂

印刷人水野 義男

印刷所三立印刷株式會吐
一一一一一一一一ゴハー一一

發行所 祇圃法人日本林業技術協會

蕊謹翻零蝋纈磯I

～一一一一一一一一一一一～一一一一一一一～一～一一一三
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島田博士箸

島田韓士著

育林學原論〒共385圓

造林學随想〒共335圓

芯業實驍と實習訂正中

實用畷測量法〒共'20圓
アメリカ林業發展史

中村博士箸育聯學原論〒共385

中村博士箸造林學随想〒共335
●

三浦博士著赫業實驍と實習訂正

内田博士署實用畷測量法〒共'20
島田博士箸アメリカ林業發展史

〒共170

籍出雲之助箸壽雷椎茸培養法〒共185
北島博士箸椎茸･ナメコ･榎茸の

人工栽培法〒共185

岩出亥之助著食用菌薑類と其培養
〒共385

句｡、p,p、pbPpP■ロロ●中qp,ｸ､gbゆ､凸もpや②｡qの､り､j,J,ずいPo時｡､′、夕Gｸ、FU今早口j,少､夕､●､少

株式會祗 振替口座東京195298

林
業
技
術

露

－．.ヤ

ｎ
Ｆ
必
Ｉ

一
・
三
號

（
興
赫
こ
だ
ま
改
題
第
二
十
銃
）

一

＝ ■■C ◆ ｡＝ ■。

一

森林氣象學 實践育林學猟譽苓鱸
造林の青躍とその蛮行という顕馳に立ち、青林學の

全般を容易に解読した寅務上及び學習上の良参考書

特用樹種調喬壹鰐
農山村の多角經管に極めて必要な樹蕊作物について

書かれた最初のもので、良き研究指針、技術指導書

農用林概論獺卿鬘鰐

砂防造林昂卿""蕊‘夢

林木育種〔上･下〕 佐藤敬二箸
上380円下420円

森林作業法蝋専報摩

土壌肥料綜典鴬盃周莚浮

原田泰著A5判330頁償480圓
育林學的な見地から氣象因子の測定法を記述して研究
の手引とし、陽光・温度・氣墜と風・鴻度・降水・蒸

散・天氣と氣候及び森林幣の成立や氣候の鍵盤等に開
して、森林に及ぼす各氣象因子の影響と森林が之等の

諸因子に及ぼす關係等に就き、最近の研究を加味して

詳細且つzIS易に解読した森林氣象の最新の好参考書

造林學概論中村賢太郎著
便230円〒35円

森林土壌學芝本武夫著
偵680円〒35円

森林保護學沼田大學著
侭320円〒35円

農林地質學佐伯秀章著
偵450円〒35円

臭嫉謬土壌學諭驚鰐
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東京都千代田厘
祁田錦町一丁目

振替東京八六七三番
〔圖書目録進呈〕朝 倉 書 店
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